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発刊に寄せて

川内町老人クラブ連合会

会長官 野 博

この度、 川内町 ・ 重信町の合併により、老人クラブも統合されることとなりま

した。そこで、平成 1 4 年 6 月、 『これは川内町老人クラブの歴史を後世に残す

ための大変良い機会である』と前向きに捉え、早速沿革誌の編集委員会を設置し

て編集作業に取りかかりました。ところが、調査を進めて行くうちに尚歯会の存

在が分かり、これを老人クラブの前史として草創期に位置づけ、全体を草創期・

発展期・充実期の 3 部に分けて編集することにしました。

このようにして約 2 年間に亘る編集活動は、 編集委員と本部役員を中心に多数

の会員の協力によって、この程漸く編集を終えることができました。

これからの高齢化社会では、私たち老人の果たす役割は益々大きく、積極的な

社会参加や地域社会への貢献が期待されております。この沿革誌がこのようなご

期待に応え、若い人々にも理解や関心を持っていただけるなら望外の喜びであり

ます。

最後になりましたが、この沿革誌発刊に当たり、ご協力ご支援を賜わりました

多数の皆様方に厚くお礼を申し上げ、発刊のご挨拶といたします。

平成 1 6 年 9 月 1 5 日



川内町老人クラブ

記念誌発刊に寄せて

造件
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この度、町の合併に際して川内町老人クラブ会員の皆様による「記念誌」発刊

をお慶び申し上げます。

顧みますと、昭和 3 1 年、いわゆる昭和の大合併により、温泉郡川上村と三内

村それに周桑郡の滑川地区を編入合併することにより現在の川内町が誕生いたし

ました。

老人クラブも又、先輩諸氏のご努力により、これとほぼ同時に結成されたと伺

っております。以後、今日まで相互の親睦を深めつつ町の発展に寄与されて参り

ました。

「昭和の大合併J から半世紀という歴史の中にありましては、世界も日本も、そ

して川内町も大きく変貌いたしました。

神武以来、長い日本歴史の中でも、この 5 0 年ほど世の中が大きく変革した時

代はありません。

終戦後の食糧不足、物不足の時代から一転して高度経済成長、物余り、バブル

経済の崩壊、さらに平成デフレ不況 ・・・ と世の中は目まぐるしく変化して参り

ました。

本町においても、国道11号の改修、高速道路、 川内インターの開通など町を

取り巻く環境も様変わりいたしました。

さらに近年は、人口の少子、高齢化が進み、年金、 医療等の社会福祉問題を中

心に、先進諸国がかつ て経験したことのない、先の見えにくい未知の時代に突入

いたしております。

私たち日本人は、先人の知恵と努力で過去の様々な苦難を乗り切って参りまし

た。

今まで私たちが慣れ親しんできた川内町も今度は「平成の大合併J という歴史

の流れの中で、本年 9 月 2 0 日をもって閉町し、新しく「東温市」として生まれ
変わりますが、どのような時代にありましでも、高齢者の皆様の長年にわたって

培われてきた知識と経験は新しい時代の創造にと っ て、欠くことの出来ない大き

な役割を果たされるものでございます。

特に、老人クラブの皆様にはボランティア活動をはじめ一層の地域社会への貢
献が期待されるところであります。

皆様の老人クラブが今後とも、 一致協力して益々発展され、ご活躍されますこ

とをご祈念いたしましてお祝いの言葉と致します。

平成 1 6 年 9 月 吉 田

2 



祝辞

川|内町社会福祉協議会長

田部広明

このたびの、川内町老人クラブの沿革誌『川老連のあゆみ』発刊、心からお喜

び申しあげます。

現在は、菅野博会長のもと会員数 1 534 名(平成 1 6 年 4 月 1 日現在)で、

会員の親睦を図りながら社会奉仕活動等各方面でご活躍されておりますことに、

深く敬意を表したいと思います。特に社会福祉協議会と老人クラブは密接な関係

にあり、何かと大変お世話になっております。

川内町の老人クラブが設立されたのは、昭和 3 0 年頃、初代の会長は三津山保

太郎様(元川上村々長)とお聞きしておりますが、それ以来その時代時代に対応

したすばらしい活躍をされ、現在に至っていることと思います。

特に、 「ふる里の記録J の編集、 「川内老連だより」の発行、そしてラジオ体

操の普及、高齢者大運動会の実施等素晴らしい実績をあげておられます。

川内町老人クラブは 1 5 の単位クラブがあり、各々会長以下役員と会員により

構成されています。その集合体が連合会であり、各会長さんが連合会の役員とし

てご活躍されております。

皆様もご存知のように、現在は少子 ・ 高齢化の時代、特に 2 1 世紀中に世界が

経験したことのない少子 ・ 高齢化社会に直面すると言われております。

こうした中、社会福祉協議会は、新たに制定された社会福祉法により「地域福

祉の推進を図ることを目的とする団体」として位置付けられております。その地

域福祉の推進を図る上で、老人クラブ連合会のご指導ご協力は不可欠であります。

今後ともよろしくお願い申しあげます。

一口に沿革誌と言っても、資料集め等大変な作業であり、編集委員さんには計

り知れないご苦労があったことと思います。

との沿革誌が、老人クラブのみならず、 川内町の重要な資料となり、後輩の参

考となり、指針となることを念じつつ、誠に簡単で意を尽くしませんがお祝いの

言葉といたします。
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第 1 部 草創期 (昭和30年頃まで)

1. 老人クラブの前史(尚歯会のあゆみ)

( 1 ) 尚歯会の起こり

我が国の老人クラブの前史は、自発的な「老人会j や各地の「講」などで説明

されてきた。しかし、最近になって平安時代に始められた「尚歯会」は、その時

代だけのものでなく鎌倉 ・ 室町 ・ 江戸 ・ 明治 ・ 大正 ・ 昭和と全国各地で、高齢者

の集いとして、あるいは地域の敬老行事として催されてきていたことが分かった。

そこで、この尚歯会の歩みについて概要を記述する。

まず、初めに尚歯会の意味を説明すると、 「歯」は動物の寿命を表し、それか

ら転じて年齢の意味を表すようになった。["尚J は尊ぶの意味であるから、尚歯

会とは「高齢者を尊ぶ会」 という意味である。
だいえよごん み怠みぷちとしなきょう

平安時代、元慶元 (877) 年に大納言南淵年名郷が京都小野山荘において 6 人の

高齢者と集まり、酒を酌み交わし、歌を詠んで楽しんだという。これは中国の白

楽天の催した「七隻」 に倣ったもので主人が 6 人の高齢者を招いて楽しんだとい

う集いである。( ["岩波広辞苑J ・ 吉川弘文館 「国史大辞典」参照)
せきざんぜんいん

なお小野山荘の跡地は京都市内の赤山禅院

に当たることが分かつており、その門前に

「我邦尚歯会発祥の地」の記念碑が建てられ

ている。

江戸時代に松山藩では第12代藩主定通公が

藩内の住民 (70歳以上の者)を招待し、酒や

肴で供応する 「養老の典」を始めた。これが

例となり 、 その後歴代の藩主も引き継がれた

ので藩恒例の行事となり、老人たちもこの日

を楽しみにして待つようになった。

ところが明治維新で藩主は土地・人民を朝

廷に返し、東京に転居したため、 この美風は 我邦尚歯会発祥の地記念碑

中断してしまった。 京都赤山禅院門前
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( 2 ) 松山市街尚歯会

旧藩主久松定諜公が帰松せられる機会をと

らえ松山市街の有志が「養老の典」を再現す

ることを計画し、明治16年 8 月 2 日西堀端町
かんぜんしゃ

の勧善社に80歳以上の老人80余人を結集して

「第 1 回松山市街尚歯会」を発足させた。来

賓として招待された定諜公から丁重なる祝辞

が述べられ、参加者一同には記念品が配られ

た。(資料 2 参照)

松山尚歯会はその後、大正元年に第30回記

念大会、更に昭和 7 年には50周年の記念大会

を盛大に挙行し、それぞれ立派な記念碑を建

設している。(現在はいずれも石手川公園に

移設されている)

( 3 ) 川内町における尚歯会

松山尚歯会
50年記念

陣

旧川上村では、明治27年 4 月 6 日に、旧北吉井村と合同 1 :

で、この地区としては最初の尚歯会を川上駅の渡部蔵五郎

(西門)宅で開催した。(相原直温日記直筆参照)

これによると同年 3 月 9 日に両陛下ご結婚満25周年のご

祝儀に合わせて、養老の趣旨で全国の80歳以上の高齢者に

金杯を下賜される事になった。そこで両村では協議の結果

合同で授与式と祝賀会(尚歯会)を同時に開催することに

した。当日の出席者は百有余人であったと記

録されている。

その後、この会がどのように継承されたか

は明確でないが、川上地区の古老の話による

と「私が子どもの頃、祖父に連れられて尚歯会

に行った記憶があるJ との事なので、少なく

9 

柑
原
ゑ
す
円
い一 -

相原日記



常
日

本
3
t
e

一厚
生
以
よ
'
禁
弓
寺
井?
7
L
準
備
，J

技
官
弓
主
許
可
午
前
立
雪「
デ生
伎
，
席
ヲ作
4

定
九
時
方
告

示
し

テ
表
t
L
J
2
相
手
手
為
司
教
ル

+
吉
正
月T-乱
世ゐ
話
呼
吋
喧
十L註
ア
御
札
儀
ヲ

行
ハt
拾

三
抗
生
弘
知'伺
憲
司
4次
予
八
十
養
手
南
台
希
z
今
日
4
t

芝
、
守
川
よ
喧-7
h埜
暗
号
ト
が
什
令
L

之
ヲ
荷
尚
匹
、
?
同
時
=
品E

A守
百人町
9
1
上
L
T

立
時
竹
中
政
掠
強
.
1
-
呼
芳
三
於
テ
向
き
4

も
品
代
目
眠
H
f・
-
哀
を
え
ェ
列
布
ミ
コ
J

灼
し
苦
情
一時
開
通
ギ
ヨ

円
相
川
主
命zq
zq人L
7
L
F
7再
商
品
店
若
宮
、
~
文
芸
借

金
庫
川t
L
三
品
薄
雲
路
内
三

f
1
し

ヲ
義
足
-
一

・k
l氏
支
ヨ宗
え
ー
会
痔
夜

、よ
し
ヨ
リ
定
同
寸
守
ん
川
共
同ノ
高
鈴

会
子
ほ
例
大

老
氏
が
事
(

敬
は
法
の
誌

の
で
方
日

て
区
や
務

し
地
時
社

と
内
日
の

残

三

社

名
旧
神

の
、
内

会
が
河

歯
る
総

尚
い
る

は
て
あ

で
れ
に

区
わ
区

也

一丁
也

4
P
J
 

上
で
谷

川
位

東

旧
単
村館
内

在
民

三

現
公
旧斗l

a

とも戦前までは続いていたものと思われる。

単位で行われている。

旧三内地区の尚歯会(敬老会)は、

ぼ共通しているので河之内地区(総河内神社)

を中心に述べることにする。

正・昭和・平成と一日も欠かさず書き続けられてきた)

大正 4 年 11 月 16 日によると「本日御大典記念、氏子内七十歳以上ノ老人ヲ神社

直筆相原日記

とある。区長等出勤、老人ヲ慰安ス」ニ招キ尚歯会ヲ起コス、氏子総代、

このようなことから事前に神職はもとより、氏子総代や区長、婦人会員等がそ

のお世話を担当していたことが分かる。

大正 4 年を第 1 回にして大正から昭和へ引き継がれ、戦後の混乱期に 1 年だけ

中断したが、再び引き継がれて、平成16年は第88回に当たっている。

この年の会員数は151名(内新入会員11名)である。

窃ぇ
正

き宣言も z f
、\:1J

内
示9
i:1:..~ 

総河内神社の社務日誌
明治・大正・昭和・平成と

毎年書き続けられた日誌の l 冊

29  4. H 1 6. 平成 1 6 年尚歯会記念
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2. 戦後老人クラブの始まり

戦後社会の荒廃と高齢者の位置づけの不安定さは、老人たちに多くの不安と恐

れを与えたが、一面では戦争のない平和な日本の将来に向かつての希望をもたら

した。 このような状況の中で、 「老後の幸せを老人自身で創り出そう」とする先

駆者の情熱には並々ならぬものがあった。

老人クラブの初期、先覚者たちはそれぞれの地域で老後に不安を感じている老

友や老後の問題に関心を高めている人々に呼びかけて、全国各地に次々と老人ク

ラブを結成していった。老人クラブはまず、ともすると家庭や社会から疎外され、

孤独に陥りがちな高齢者たちの親睦の場としてスター 卜した。

しかし、先覚者たちの共通したねらいは、 「老友が集まって楽しみ、生きがい

を高める」ことと 「行政や一般社会に働きかけ、老人福祉の世論を高めるJ こと

であった。こうして初期の老人クラブは、地域に根を下ろしていった。

一全老連30年史より一

( 1 ) 川内町老人クラブ結成の発端

旧川上村村長で70余歳の三津山保太郎が、昭和32年 1 月 1 日発行の「広報か

わうち」に投稿した「老人団体結成に関する私案」 が町内の老人たちに一大反響

を巻き起こした。(資料 3 参照)

先ず立ち上がったのが町当局と民生委員会であった。早速 1 月 26 日に川内町

民生常任委員長の名義による、臨時委員会開催の案内状を有志宛に発送している。

しかもそれには当日福祉事務所から担当の係が同席する事が添え書きされていた。

「戦後日本は福祉国家として再建されつつあることは実に喜ばしいことでありま

す。我が国にも色々な福祉の会が誕生しておりますが、ただ老人の会は今だ結成

を見ませんので、老人の有志の方と民生委員で協議を致し、本年春結成の運びに

致し度く、又、 1 月の広報に三津山保太郎氏が老人クラブの構想を書いてありま

すから、参考までに読まれて下記日時に是非ご出席下さい。当日、温泉郡の福祉

事務所より係が見えます。」等の文面から、この提案の意図を窺うことができる。

. 日時 1 月 25日午前 9 時 . 場所 川内町役場

以上のような案内状が各民生委員に配付された。
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( 2 ) 臨時民生委員会開催

臨時民生委員会では次のような協議がなされた。

①会の名称…三津山保太郎の原案は 「老人クラブ」であったが、協議の結果、老

友会と訂正する。(老友会はその後、昭和37年 4 月に川内町老人クラブと改称)

②組織は、 「川内町全体会、各小学校区を区域とする支部、各氏神社を区域とす

る分会とするJ 原案であったが協議の結果、町全体の本部、各小学校区別の支部、

各氏神社の区域に分会を置き、尚必要に応じて分会内に班を置くことにした。

③主な事業には

ア 国の祝祭日には国旗を掲げ、国民道徳の指標として教育勅語の徳目を実践

して国民精神の作興をはかる。

イ 敬神崇祖の念を高め、報恩感謝の生活を実行する。

ウ 小中学校の教育に協力し、青少年の善導に努める。

工 会員相互の連絡、慰安、親睦、慶弔、娯楽の途をはかる。

オ 町内各種団体に協力し、特に社会福祉につくす。

カ その他必要と認めた事に力をつくす。

④本会の運営には会長、支部長、分会長、班長その他適当な役員が中心となって

会員が協力する。

⑤会計経理…会員がそれぞれの立場によって会費を負担する外、補助金や寄付金

で経理する。

⑥会合は総会を老人の日に開く外、本部、支部、分会、班等で適当に、必要に応

じて開く。講習会や運動会、神社参拝や慰安、娯楽、親睦等をはかる。

，⑦協力機関として町理事者や各種議員、委員、役員、学校関係者、宮司等に依頼

する。

以上のような内容で、楽隠居した老人が遊びゃ娯楽 ・ 趣味だけに安住すること

なく積極的に現代社会の課題解決に関わっていこうとする姿勢が濃厚に惨んで

いる。

この考え方の中に多少の行き過ぎや時代感覚とのずれがあったとしても、当時

の町当局者たちは、その前向きの意欲に対し全面的な協力を惜しまなかった。

( 3 ) 設立準備委員会開催
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4 月 21 日の結成総会までに 2 回の設立準備委員会を開催した。

①第 1 回準備委員会 2 月 6 日午前 9 時役場 2 階大会議室で開催

。主催者 社協会長大窪晴市、民生委員長杉原英一、発起人代表三津山保太郎

。主な内容 ・ 経過報告・規約案 ・ 役員選考(第 l 次) ・ 会費徴収 その他

②第 2 回準備委員会 4 月 13 日午前 10時 役場 2 階 大会議室で開催

。主な内容 ・ 会員加入状況 ・ 会則案決定 ・ 事業計画の決定 ・ 会費の徴収方法

・ 役員選考(第 2 次) ・結成総会の件(三内中学校 午前 9 時)

・ 分会毎に出席者数の報告 ・ 講演講師(宮本七郎愛大教授)

.資料コーナー( 1 ) 

資料 1
来

「養老の滝・孝子物語J

「養老の滝・孝子物館J

「養老の滝j にま つ わる「孝子物語J とは 、 およそ次の よう な物

語である。

一一昔、元正天皇(女帝)の時代、美濃国(岐阜県)に、貧しいが、

年老レ t.:. 父をいたわる親孝行の男カ礼、 t.:.。山の木草を採り、その収

入で老父を養っていた。老父はことのほか酒を愛し、 しきりに欲し

がったが、孝子はその度に i酉を買い求め飲ませていた。ある時、山

に入り薪を採ろうとして転んだところ、 i酉の匂いがしてきた。不思

議に思い辺りを見ると 、 石の聞から水が流れ出ていた。飲んでみる

t それはまさしく酒であった。 それから毎日のように、これを汲ん

では持ち帰り老父に与えた。やがて、この話が元正天皇のお耳に入

札霊亀 3 年 9 月に自らもこの地に行幸され、それを?ご覧になられ

た。元正天皇 l.:t、これは孝心に対する神からの賜物であるに違レな

いと思われ、この孝子を美濃守に任命され、酒の出る所を「養老の

滝」と命名されて 、 同年11 月に年号を養老 t 改元された一一

これに類似する伝説は 、 「子 l .:t ~清水J として全国各地に伝承されて

いる。

「聾老の滝・孝子物店J に関する文献

「績日本紀J (797年完成)
勅撰の歴史書である f績日本紀j の巻七には、霊亀 3 (717) 年 9

月 20 日、元正天皇が美濃の国不破に行幸された折、賞者郡多度山の

美泉をご覧になられ、 手や顔を i先われたところ肌が滑らかになり 、

痛みのあるところが治られたとある。また 、 昔お聞きになった中国

(後漢・光武帝)の醒泉の話を思い出され、符瑞書にある「醒泉は

美泉なり。以て老を養うべし。蓋し水の精なり J を引用されて、 11

月 17 日、京下に大赦して、霊亀 3 年を改めて養老元年とされ、 80歳

以上の高齢者に授階や思賜を行われたと記されている。
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資料 3

老
人
団
体
結
成
に
関
す
る
私
案

昭和32年 1 月 1 日

戦
後
国
民
の
祝
祭
日
も
変
り

母
の
日
老
人
の
日
等
も
別
途
の

意
味
で
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
夫
々
の
趣
旨
目
的
の
も
と

に
記
念
し
祝
福
し
激
励
す
る
様

に
な
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
る
。

9 号

さ
て
老
人
団
体
の
結
成
に
つ

い
て
は
、
戦
争
末

期
私
が
村
長

の
時
分
に
、
同
士
の
聞
で
意
見

当
時
は
老
人
と

が
あ
っ
た
が
、

雌
も
若
い
人
々
の
留
守
に

一
と

広報かわうち

役
負
っ
て
国
の
為
に
つ
く
す
べ

き
だ
と
い
う
趣
旨
で
あ

っ

た
と

閏
んγ
つ
。

戦
後
、
思
想
は
混
乱
し
、
物

資
は
倣
乏
し
、
生
活
の
不
安
定

が
襲
来
し
た
り
し
て
、
社
会
的

不
安
が
人
々
を
少
な
か
ら
ず
混

迷
さ
せ
た

。
北
(後
世
情
は
次
第

に
安
定
し
て
き
た
も
の
の
、
平

津

山
保
太
郎

等
と
か
自
由
と
か
の
穿
き
ち
が

え
か
ら
、
義
務
を
怠
り
自
己
本

意
に
陥
っ
て
、
生
活
権
獲
得
に

の
み
終
始
し
て
、
労
使
の
対
立

上
下
の
無
秩
序
が
斗
争
を
事
と

し
、
祖
国
再
建
の
大
目
標
は
置

き
去
り
の
様
な
観
を
生
じ
た
。

斗
争
や
ス
ト
は

一
般
労
仇
者
ば

か
り
で
な
く
、
公
務
員
や
国
民

教
育
に
携
わ
る
教
職
員
に
至
る

ま
で
、
そ
の
組
織
団
結
カ
を
利

一
般
国
民
大
衆
の
迷

惑
を
顧
み
ず
、
只
斗
争
を
事
と

し
て
、
自
己
の
生
活
権
擁
護
の

用
し
て

、

た
め
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
実
行
す

る
有
様
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。

斗
争
だ
ス
ト
だ
と
日
毎
の
新
聞

や
ラ
ヂ
オ
を
見
聞
す
る
度
に

、

な
さ
け
な
い

事
だ
と
思
わ
れ
て

な
ら
ぬ

。
「

国
を
思
う
心

一
つ

を
た
ね
と
し
て
、
千
々
の
業
こ

そ
な
す
べ
か
り
け
れ

」

と
あ
る

軸
物
は
、
私
ど

も
役
場
当
時

三

十
年
拝
前
し
て
肝
に
銘
じ
た
国

民
思
想
で
あ
る
。
以
上
の
感
覚

か
ら
、
志
を
同
じ
く
す
る
老
人

の
団
体
結
成
を
し
て
、
祖
国
再

建
の
た
め
に
、
衰
え
た

り

と
も

団
結
し
て
微
力
を
つ
く
し
た
い

と
共
に
、
お
互
に
慰
安
親
陸
激

励
し
合
い
た
い
と
思
う
。

右
の
様
な
構
想
の
下
に
、
老

人
団
体
結
成
を
士
山
し
以
て
次
の

よ
う
な
計
画
を
樹
て
た
い
と
患

っ
て
い
る
。

一
、
計
画

l

、
六
十
五
才
以
上
の
老
大
で

老
人
団
体
を
結
成
す
る

。

2

、
団
体
名
は
、

川
内
町
老
人

会
と
す
る
。

3

、
組
織
は
、
川
内
町

全
体
会

各
小
学
校
々
区
を
区
域
と
す

る
支
部
、
各
氏
神
の
区
域
を

其
の
下
に
区
域

毎
に
班
を
置
く
、
役
場
や

学

分
会
と
し
、

校
や
神
社
公
民
館

等
を
適
宜

中
心
と
し
て
集
会
を
す
る

。

4

、
事
業

イ
、
国
の
祝
日
に
は
国
旗
を

掲
げ
、
国
民
道
徳
の
指
標

は
教
育
勅
語
の
徳
目
の
実

践
と
し
て
国
民
精
神
の
作

興
を
は
か
る

。

口
、
敬
神
山
宗
祖
の
念
を
高
め

報
恩
感
謝
の
生
活
を
実
行

す
る
。

ハ
、
小
中
学
校
の
教
育
に
協

力
し
、
青
少
年
の
善
導
に

努
め
る

。

二
、
会
員
相
互
の
連
絡
慰
安

親
陵
慶
弔
娯
楽
の
途
を
は

か
る

。

ホ
、
町
内
各
種
団
体
に
協
力

し
特
に
社
会
福
祉
に
つ
く

す
。

へ
、
其
他
必
要
と

認
め
た
事

に
カ
を
つ
く
す

。

二
、
運
営
、
本
会
の
運
営
に
は

会
長
、
支
部
長

、

分
会
長
、
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班
長

、

其
他
適
当

な
役
員
が

中
心
と
な

っ
て
、
会
員
が
協

カ
す
る
。

三
、

会
計
経
理
、
会
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
よ
っ
て
会
費

を
負
担
す
る
外
、
寄
付
金
や

補
助
金
等
で
経
理
す
る

。

四
、
会
合
は
、
総
会
を
老
人
の

日
に
開
く
外
、
本
部
支
部
分

会
班
等
で
適
当
に
必
要
に
応

じ
て
開
く

。

講
習
や
運
動
会

や
神
社
参
拝
や
慰
安
娯
楽
親

睦
等
を
は
か
る
。

五
、
協
力
機
関
と
し
て
、

町
理

事
者
や
各
種
議
員
、
委
員
、

役
員
、
学
校
関
係
者
、
宮
司

壮
一
寸
に
依
頼
す
る
。

以
上
意
を
つ
く
さ
な
い
が

私
案
を
発
表
し
て

町

内
老
人
の

御
批
判
を
仰
ぎ
、
意
見
を
拝
聴

し
て
、
速
か
に
目
的
を
達
成
し

た
い
と
思

っ

て
い
る
。
七
十
余

才
の
老
人
の
切
な
る
念
願
に
賛

同
あ
ら
ん
こ
と
を
切
望
し
て
い

る
。



第 2 部 発展期 (昭和30年代~昭和60年代)

1. 昭和30年代~40年代

( 1 ) 川内町老友会設立総会の開催 昭和32年 4 月 2 1 日

世直し作業に立 ち 上がる

老いらくの奉公

温泉郡川内町老友会

乱れた戦後の世直し作業は、自分たちからと

65歳を過ぎた町の老人連が立ちあがった。

温泉郡川内町の450余名が老友会を結成

し、町当局もその意気を尊敬して、大

いに援助しようと、その結成式には

町長ほか多数の来賓が参列して

“老人の春"を祝った。

日本の国を愛し、教育勅語の徳目を実践して青少年の心を育て、国家社会に奉

仕するクラブ活動を全町に展開しようというので、若い世代も顔負けの意気込み

は注目に値するものであった。

当日、町内遠近から集まった会員は200余名、中でも滑川・ 土谷 ・ 河之内方面

の会員は、早朝 7 時発のパスで会場の三内中学校へ駆けつける元気さであった。
ちゅうれいとう

午前 9 時30分、忠霊塔前の広場に整列して町内戦残勇士の英霊に対し感謝の黙

祷を棒げて後、隣の三内中学校講堂内の会場に移動する。司会者の開会の挨拶に

続いて会則の審議を行い 1"-'2 の質問のあと、一同原案に賛成して決定した。続

いて別紙資料(資料 4) の通り役員氏名が発表され一括承認した後、会費について

も原案が承認されて午前の部は終了した。

午後 l 時再会、 川内町老友会結成式を挙行する。会場正面に掲げた大国旗を通

して伊勢神宮を拝礼、君が代の合唱を行ない、会長の式辞に続いて菅 温泉福祉

事務所長、大窪川内町長等の祝辞が述べられ、 2 時40分から本日の講師愛大教育

学部附属小学校長宮本七郎先生の 「日本精神と民主主義」 と題する有益な講演が

あった。

午後 5 時、三津山会長から閉会の挨拶があって式を閉じたが、大窪町長は「午

前・午後にわたる長時間、 一糸乱れぬ行儀の良さと熱心さに感激し敬意を表する」

と講評された。(資料 5 参照)
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(2} 初期総会の開催状況

① 第 1 回総会 (設立総会)

昭和32年 4 月 21 日、三内中学校講堂で

会員数480名中出席者220名により結成

総会を開いた。当時会員の年齢は65歳以

上であった。

②第 2 回総会

昭和32年 9 月 15 日、三内中学校講堂、会員出席250名、来賓には久松愛媛県

知事をはじめ、菅福祉事務所長、大窪町長、名越議長他多数の参列者を得たが、

尚その上に、本郡第一の高齢者仙波ジツさん (100歳)を迎えて開会した。久

松知事は仙波さんの長寿を祝福表彰された。この時の祝辞の中で 「川内町の老

友会が温泉郡内で最初の老人クラブである」と紹介された。

③ 第 3 回総会

昭和33年 9 月 15 日、会場は名越座、会員数538名中出席者30 1名、来賓その

他30名、出席者は午前 8 時忠霊塔前に集合

全員で忠霊塔に参拝後、徒歩にて会場へ移

動(名越座) 9 時開会、議事終了後決議案

を採択した。(右記)

④ 第 4 回総会

昭和34年 9 月 15 日、 川内劇場、会員出席

者420名、来賓その他30名、満場立錐の余

地なし。

⑤ 第 5 回総会

昭和35年12月 1 3 日、 川内中学校体育館、

会員出席者550名、欠席会員15名、来賓30

名、体育館落成を祝し、会員拠出で八木1 0

俵を川内町へ寄贈した。

⑤ 第 6 回総会

昭和36年 9 月 23 日、 川 中体育館、会員出

席450名、来賓他20名、久松知事臨席。
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建国記念祭( 3 ) 

の取り組み(資料 6 参照)「建国記念の 日」①
 
老友会発足当初の会則第 3 条に 「本会は祖国再建と本町の産業 ・ 経済 ・ 文化の

発展に寄与し会員相互の修養 ・ 親睦 ・ 慰安・ 幸福を計るを目的とするj と定めて

更に第4条では 「前条の目的を達するため下記の事業を行なう j としてあり、

建国記念日並びに国の祝祭日に国旗を掲げて平和日本の隆昌を祝福する。イ、

一般家庭の青少年の指導に

努める。
けいしんす うそ

敬神崇祖の念を高め朝夕神仏を礼拝し報恩感謝の生活を楽しむ。

国民道徳振興のため教育勅語の徳目を実践し、口 、

!¥ 

青少年の善導に努める。小中学校教育に協力し、

町内各種団体に協力し、特に社会福祉につくす。ホ、

会員相互の連絡 ・ 慰安 ・ 親睦 ・ 慶弔 ・ 娯楽の途をはかる。A...、

以上の外必要と認めた事に力をつくす。

昭和33年 2 月 11 日

② 第 1 回建国記念祭の取組み

午前1 0時

川内町役場屋上

日時

場所

ア、

イ、

ト 、

屋上の会場に整列した老友会会員

ちた員A
Z
 

るす園田一一
一

をイザ、
ノ

ー,J 時
即

一
冗

『戸
」

p名
中

温
泉
郡
川
内
町
で
は
、
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
町
役
場
屋
上
に

同
町
老
友
会
の
会
員

三
十
余
名
が
集
ま
り

一
斉
に
、
建
国
記

念
日
万
歳
H

を

三
唱
.

東
方
に
向
か
い
敬
礼
を
さ
さ
げ
た

。

式
を
終
え
て
、
会
長
の

三
津
山
保
太
郎
さ
ん
(
七
七
)
に
感

想
を
聞
く
と
「
明
治
に
生
を
受
け
た
わ
れ
わ
れ
は
紀
元
節
に

何
と
も
い
え
ぬ
憧
れ
を
感
じ
る

。

法
律
に
制
定
さ
れ
る
か
し

な
い
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
わ
れ
わ
れ
だ
け
で
も
こ
の

日

を

建
国
記
念
日
と
し
て
祝
い
た

い
」
と
語
っ
た

。

科
学
的
に
み
て
こ
の
日
を
建
国
記
念
日
と
す
る
こ
と
は
根

拠
が
な
い
と
す
る
歴
史
学
者
や
進
歩
派
の
声
も
、
士
白
い
世
代

の
こ
う
し
た
感
情
は
無
視
で
き
な
い

.

式次第

- 一同入場

- 国旗掲揚

(君が代合唱)

- 万才三唱

- 会長式辞
(資料 7 参照)

- 来賓祝辞

- 一同敬礼

ウ、
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組織の修正と会員増大策(4 ) 

① 組織の一部修正

では本会の下に 6 支部(各小学校単位)制で出最初の会員IJ (昭和32年 4 月)

発したが、会員数の差が大きく運営上の不都合が生じたため、昭和35年度から

39年度の聞に各小学校単位の支部から各公民館単位の支部に編成替えを行った。

昭和39年度に奥松瀬川支部が結成されて合計14支部が揃っ た。なおこの問、

更に 18年後の昭和57年に横灘団地老人クラブが結成され、現在の 15地区※ 

。 11老連関係年表 P8 1 ・ P82) 老人クラブが川老連を構成する事になった。

②会員増大のための方策 (三津山会長ならではの方策)

昭和32年 1 月 1 日発行の広報かわうちに私案を発表する以前に、町当局とア、

ほぼ合意を得ていたものと考えられる。 そのたその構想について話し合い、

め町当局や民生委員会も全面的に協力を惜しまなかったものと思われる。

元川上村村長三津山保太郎名による案内状であっイ、現町長と民生委員総務、

たため、 参集した民生委員は前向きに対応したし、対応せざるを得なかっ た。

昭
和
三
十
三
年
二
月
十
九
日

川
内
町
老
友
会
準
備
委
員
代
表

在住
1J.1 

保
太
郎

老
友
会
準
備
委
員
会
殿

会
員
の
勧
誘
に
就
て
お
願
い

先
般
の
第

一
回
準
備
委
員
会
で
会

則
衆
も
出
来
上
り
来
る

三
月

一
日
発
行
の
か
わ
う
ち
広
報
で
会
則

等
を
発
表
す
る
事
に
致
し
ま

し
た
が
其
後
御
地
方
の
会
員
名
簿
に
依
り
ま
す

加
入
申
込
を
勧
誘
し
て

下
さ
っ
て
居
る
と
存
じ
ま
す
が
尚
精
々
お
願
い
致
し
ま
す

。

来
る
一
→
一酢
→
酢
ま
で
に
取
纏
め
て
役
場

森
書
記
の
許
へ
御
送

付
下
さ
い
ま
す

線
お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
左
記

の
点
御
参
考
に
し
て
下
さ
い

一
.
お
受
持
地
区
が
広
く
て
お

一
人
で
は
出
来
か
ね
る
場
合
は
適
当
な
方
を
お
願
い
し
て
地
区
を
分

け
て
や
っ
て
も
ら
う
事

一
.
六
十
五
才
以
上
の
男
女
は
成
る
べ
く

全
員
加
入
し
て
下
さ
る
機

別
紙
の
申
込
市
日
用
紙
へ
記
入
制

印
し
て
い
た
だ
く
事

一
、
会
費
は
第

二
回
委
員
会
で
決
定
す
る
ま
で
集
金
せ
ぬ
事

一
、
分
会
内
の
役
員
に
お
願
い
す
る
人
選
任
し
て
悩
く
事

会員の入会勧誘についてウ、

右の資料を見ると 2 月 1 9 日には既に会則• 
3 月 1 日までの原案が出来上がっており、

に加入申込みをとりまとめて、報告するよ

う準備委員に求めている。

4 月 8 日の集計で会員数391名を確保で

きたので、 4 月 21 日の結成総会開催が実現

• 

した。

会員数は会の命運を左右する重要なバ口• 
これ以後も常に会員メーターであるから、

以
上

の事業を会則 4条(資料 6)数を確かめ、

忠実に実行した。会員の信頼をもとに有資

格者(満65歳以上)の80パーセント以上の

加入が得られるべく努力し、講演 ・ 研修 ・

慰労 ・ 慰安等を積極的に取り入れ献身的に

励んだ。
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( 5 ) 老友会員に対する商店等の優遇策

戦後社会の混乱の中で世直し作業に

立ち上がった老友会に対し、趣旨目的

に賛同する町内の商店主や町出身で松

山市内で店鋪を経営している商店主た

ちが老友会会員に限って優遇策を講じ

てくれることを連盟で約束した。 例え

ば映画館の入場料を半額に割引いたり、

風呂屋では入浴料の割引き、 一般商店

では商品によ って何割かずつの割引き

サービスを行っ たりした。 尚これら優

遇策は、昭和33年 2 月 11 日から全店同

時にスタート した。

但し、 これらの優遇策は、老友会幹

部の熱心な取り組みにもかかわらず、

余り活用されなかったよ うである。

老友会員に対する優遇商店表

Il'I 問問 同 同同 問問 1司同 問問 間同 問問
田I 町町 田I 田I 田I 凹I 田I H町田T 田I

F喜 滑下 ;Jj 井一 徳 ff 茶上 下中
の ケ z 

乱i JII 町 l人l 件l 谷 苦 旺l ill・砂 i* 田I
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製衣 呉釣rì
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( 6 ) 滑川郷地区火災慰問について

① 滑川郷地区に火災発生の報を受け、緊急幹部会を開くため、 下記の案内状を

発送した。

緊急幹部会の招集案内(副会長 ・監事 ・ 支部長) (昭和35年 3 月 23 日)

老友会会長 三津山保太郎

去る本月 20 日、本町大字滑川、郷地区に於て発生せる火災は、本町始まっ

て以来の大火災にして、住宅の焼失 8 戸、その被害は山林の焼失と共に甚大

にして頗る同情すべき状況にありて、町当局、婦人会等その救助 ・ 慰安に就い

ては万全の方策を講ぜられつつある由であるが、老友会も会則第 4 条の(ト)号

(資料 6 )に該当するものとして、会員一同の同情に訴え、慰安の方法を講じ

たく、下記の通り支部長以上の幹部会を聞き協議致したく存じますから、お

繰り合わせ御出席賜りとう御通知申し上げます。

記

1. 時 昭和35年 3 月 26 日午前 9 時より正午まで

1. 所 川内町役場小会議室にて

② 幹部会での協議を受けて、分会長に下記の協力依頼状を発送した。

昭和 3 5 年 3 月 2 8 日 川内町老友会長 三津山保太郎外 9 名

老友会分会長殿 滑川|郷地区大火災見舞金募集のお願い

本町滑川|郷地区に 2 0 日正午過ぎ突然起こりました大火災については、既

にお聞きのことと存じます。 2 3 日本会代表者が実情視察ι寵災者を訪問し

て、その甚大なる被害に対し心からなる同情のほかなく、建物は勿論家財そ

の他一物も余さず灰燈に帰しており、 8 家族全員 44 名は着のみ着のまま焼

け出された外、延焼元渡部弘氏の母上フサヨさんの焼死、多数の家畜の焼死、

延焼の山林 300 町歩以上と推定せられる大惨害の状態は目も当てられぬ現

状でありました。 我が老友会としてもこの機会にと、 2 6 日に支部長以上が

会合の上慰問方法について協議の結果、見舞金を募集し町役場を通じて躍災

者に贈ることになりました。各位の格別なるご支援をお願い申し上げます。

③ 募集の結果

一般会員から見舞金を募集したところ、わずか数日の聞に23 ，381 円義援金

が集まっ たので、 H町役場を通じて，寵災者に届けた。擢災者からは大変感謝された。
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( 7 ) 川内町の敬老年金給付制度発足

老人福祉年金は昭和34年 1 月から給付されたが、 川内町ではそれに先だって、

昭和33年 4 月から満85才以上の高齢者 1 人年額2，000円の老齢年金を支給するこ

とにした。敬老と長寿を祝福し、家庭の平和と住民福祉の向上に寄与する目的で

定められたもので、昭和39年度の給付数は男20名、女36名、計56名であった。

川内町敬老年金給付条例

(この条例の目的)

第 1 条 この条例は、 川内町居住の高齢者に対し敬老と長寿を祝福し敬老年金の

給付を行いその家庭の平和と住民福祉の向上に寄与することを目的とする。

(年金額)

第 2 条 年金の給付額は年額2，000円とする。
そうしゆっ

2. 年金の受給資格の発生喪失等のため受給資格を有する期間が 1 ヶ年に満たな

いときは、年金の年額の 12分の l に当該期間の月数を乗じて得た額を支給する。

(受給資格)

第 3 条 年金の受給資格は本町に 1 ヶ年以上住所を有する年齢満85歳以上の本町

住民とする。但し、本町に引続き 1 ヶ年以上住所を有していた者が町外の養老

施設に収容されている場合は本町住民とみなすことができる。

(受給資格の確認)

第 4 条 受給資格を取得した者は受給資格発生の旨を町長に届出、その確認を受

けなければならない。

2. 町長は前項の確認を与えたときは別に定める年金証書を交付しなければなら

ない

(年金の給付)

第 5 条 年金は第 3 条に規定する受給資格者その者に支給する。

(費用の負担)

第 6 条 この条例に基く運営の事務費及び給付に要する費用は町の負担とする。

(規則への委任)

第 7 条 との条例の施行に関し、必要な事項は規則で定める。

附則 この条例は昭和33年 4 月 1 日から施行する。
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(8 ) 川老連と県老連・全老連とのつながり

老友会の結成 . 昭和32年老友会の結成(郡内第 1 番目)と

昭和32年 4 月 21 日
久松知事(当時)が紹介じた。

県老連の結成 . 昭和35年県老連の結成(全国第 9 番目)

昭和35年 4 月 1 日 三津山会長・副会長出席加盟する。

全老連の設立 . 昭和37年全老連結成大会

昭和37年 4 月 5 日 (愛媛県老連加入)

全国老人ク ラブ連合会結成大会(資料 8 参照)

昭和 3 7 年 4 月 5 日、老人クラブ関係者の悲願が実り、記念すべき結成大会が

東京の社会福祉事業会館で開催された。全国からの出席者は1.400名を超えた。

( 9 ) 単位クラブ活動事例 「アイ口ン会」の取り組み

南方西部

子供の日母の日についで老人の日が出来ました事は、老人にとりましてまこと

に幸福な事と思います。この人たちは過去に於て一家のためは勿論、人のため社

会のために活動されて、幾多の功績をのこされた経験者であります。老人福祉週

間にあたって、国民全体が、老後の生活を明るくする運動を起こした事は、 意義

あることと思われます。

南方西部公民館地区内に「アイ ロ ン会」と云う会があり ます。 この会は同地区
よめ しゅうとめ

内の老婦人有志の発議によって出来た会であり ます。その主旨は嫁と姑は仲の悪

いものとされているが現在の世相に照らし、その様なことではいけない。何とか

家庭が円満にいく様に話し合って、余生を面白く楽しく 暮らすことを主眼として、

発足したのであります。また、会の名も「むつみ会」というのでありましたが今年

になって婦人だけではいけない、男子の方にも入会してもらって、共に活動してい

くことがよいのではないかということになって、会名も改めて「アイ ロ ン会J とな
ふうしてき

ったのであり ます。 rアイロン会J としたのはシワをのばす意味で風刺的なところ
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を取り入れたのであります。

この会は年齢には制限がありません。また、入会を強請しません。自分は老人

だと認めた場合に入会したので結構なので、会費もその時の催物の具合で会費を

納めてもらうので、毎月とか年何程という様な会費ではありません。いたって自

由な会であります。催物も本年になって新年会、 4 月にはお花見演芸会をいたし

ました。演芸はおどり、紅白歌合戦、ジェスチャ一、私は誰でしょう等テレビ番

組を取り入れた演技をして夕方まで楽しくほがらかに遊びました。この日の出席

者は60名程でした。

また、 5 月には今治の織物工場を見学し、鈍川温泉に入湯して一日の研修旅行

を終えたのであります。本年のとしよりの日には南方西部公民館で会合しました。

簡単な昼食も出まして夕方まで歌ったり話したりして一日楽しくすごしましたが、

この席上でお社日 9 月 22 日に八社詣りの話が出ましてこれをはかりました所、賛

成多数で八社詣りをして鹿島遊覧、帰途権現温泉入湯と決定しその通り行動しま

した。参加者が65名もありましたのでにぎやかでした。会は今多数の人の入会を

望んでおります。それは基礎を作る所以であります。

今としよりという人々は明治・大正生れの者で旅行しでもお詣りに行っても話

はよく合って面白い一日がすごせるのですが、老人と若い人とが一緒になった時

はどうも話が合わない。年とった者と若い者との考え方が全然違っている。これ

は時代のズレであって十年一昔といいますか40"'-'50年昔のことと今のこととはお

話にならないのが本当であると思います。そこで我々老人は、明るい生活をする

には若い人にも子供にも誰にでもすかれるようにならなければなりません。その

ためには老人も現在の生活に合致する様努めなければなりません。若い人に接し

新しい意見を充分取り入れる事が必要となってきます。

最近各所で老人学級を創って、現代の教養を身につけるよう努めていることを

新聞紙上で見受けます。私共も明るい楽しい生活をし、皆んなから可愛がられる

様になるには、何としても時代の流れに添うことが必要だと思います。そうする

には各自が結束して老人学級をつくって勉強することが先決ではないかと思われ

ます。私共の会もその様な学級をつくって勉強したいものだ、と思っています。
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( 2 ) ナコ資料

資料 4
• 

川
内
町
老
友
会
の
結
成

( 1 ) 

本
町
に
今
回
結
成
を
見
た
老

友
会
は
準

備
委
員
会
で
研
究
し

て
会
則
の
案
が
出
来
会
員
の
申

込
を
勧
誘
し
て
町
内
の
六
十
五

才
以
上
の
在
住
者
八
百
八
十
余

名
の
内
、
五
百
人
近
く
の
申
込

が
あ
っ

た
の
で
本
月

二
十

一
日

午
前
九
時
か
ら

三
内
中
学
校
講

堂
で
結
成
総
会
が
聞
か
れ
会
員

二
百
余
名
の
出
席
と
郡
の
福
祉

事
務
所
、
大
窪
町
長
外
十
余
名

の
参
列
の
許
に
左
の
順
序
で
聞

か
れ
ま
し
た

。

九
時
三
十
分
忠
霊
塔
前
の
広

場
に
整
列
し
て
町
内
戦
妓
勇
士

の
英
霊
に
対
し
て

一
同
参
停
感

謝
の
黙
梼
を
梼
げ
て
後
講
堂
内

の
会
場
に
入
場
着
席
し
司
会
者

か
ら
開
会
の
挨
拶
に
続
い
て
経

過
報
告
が
あ
っ
て
、
会
則
の
審

議
を
行
い

一
1

二
の
質
問
あ
り

て
後

一
同
原
案
に
賛
成
し
て
之

を
決
定
し
、
別
項
の
通
り
役
員

の
氏
名
の
発
表
承
認
と
顧
問
や

参
与
を
依
蝋
し
、
会
山
口
の
説
明

等
の
後
午
前
の
行
事
を
終
り
正

午
一
旦
休
惣
中
食
の
後

一
時
か

ら
結
成
式

に
移
り

会
場
正
而
の

大
国
旗
を
通
し
て
伊
勢
神
宮
の

拝
礼
、
君
が
代
合
唱
を
行
い
、

会
長
の
式
辞
に
続
い
て
菅
所
長
、

昭和32年 5 月 1 日1 1号広報かわうち

川
内
町
教
育
委
員
会

大
窪
町
長
‘
名
館
町
議
会
議
長
、

渡
部
川
上
中
学
校
校
長
、
宮
内

三
内
中
学
校
校
長
の
祝
詞
が
述

べ
ら
れ
、

二
時
四
十
分
か
ら
本

日
の
総
帥
愛
大
附
属
小
学
校
長

宮
本
七
郎
先
生
の
「
日
本
精
神

と
民
主
々
義

」

と
題
す
る
有
益

な
る
講
演
が
あ
っ
た

。
会

員

一

同
大
に
参
考
に
な
っ
た
と
喜
ん

で
い
た
綿
子
で
あ
っ
た

。

午
後
五
時
会
長
か
ら
閉
会
の

挨
修
が
あ
っ
て
式
を
閉
じ
た
が

大
経

町
長
は
午
前
午
後

六
時
間

を
通
じ
た
総
会
に
老
人
達
が

一

統
乱
れ
ぬ
行
儀
の
よ
さ
と
熱
心

さ
に
感
激
し
て
敬
意
を
表
す
と

讃
静
を
述
べ
ら
れ
た

。

尚
、
閉
会
後
役
場
高
須
賀
、

森
の
阿
部
記
の
肝
入
り
で
川
吹
田

が
あ
り
て
老
人
を
慰
め
ら
れ
、

野
中
保
健
婦
が
態
々
会
場
に
出

儲
け
て
老
人
逮
の
位
話
か
ら
、

十
数
人
に
対
す
る
血
圧
の
診
査

に
当
ら
れ
た
事
、
又

三
内
中
学

の
お

二
人
の
先
生
方
の
御
尽
力

に
対
し
感
謝
し
て
世
く
。

追
出
叩
老
友
会
則
は

三
月

一
日

付
発
行
の
広
報
第
十

号
一
一巾
の

掲
載
の
通
り
で
役
員
顧
問
、
参

与
の
氏
名
は

別
表
の
通

り
で
す
。

(昭和32年 5 月 1 日)
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資料 5

町
老
友
会
発
足
に
思
う

(2 ) 

川
内
町
老
友
会
会
則
第

三
条
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
、

会
員
相
互
の
修
義
、
続
陸
、

慰
安

、

幸
福
を
計
る
」
を

目
的
と
し
て
発
足
さ
れ
る

事
は
、
自
分
逮
若
い
世
代

の
者
も
御
歓
び
申
し
上
げ

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
時
代
感
覚
が

ず
れ
て
い
る
の
は
ど
う
し

た
事
で
し
ょ
う
?
い
く
ら

老
齢
と
は

言
え
時
代
感
覚

に
無
感
覚
な
人
々
ば
か
り

で
は
な
い
筈
で
す
。

例
え
ば
第
四
条
の
事
業

内
容
を
見
る
と
、

一
昔
も

二
昔
も
前
の
何
か
の
会
則

で
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に

「
建
国
記
念
日
・
」

「

教
育
勅
語
の
徳
目
云
々

」

「
敬
神
崇
祖
の
念
を
高
め

朝
夕
神
仏
を
拝
礼
し
報
恩

感
謝
・
」
等
々
、
ま
る
で

軍
国
主
義
下
で
軍
人
の
口

昭和32年 5 月 1 日11号広報かわ うち

南
方

学

生

か
ら
聞
く
よ
う
な
題
目
を

並
べ
て
お
き
な
が
ら
そ
の

反
面

ご

般
家
庭
の

青
少

年
の
指
導
に
努
め
る
」
「

・
:

善
導
に
努
め
る
」
等
と
計

画
し
て
い
る
の
は
そ
の
立

案
者
の
頭
を
疑
い
た
く
な

り
ま
す

。

こ
れ
で
は
逆
に

孫
か
ら
指
導
さ
れ
る
よ
う

な
老
人
の

会
に
な
り
は
し

な
い
で
し
ょ
う
か
?
そ
れ

が
心
配
で
す
。

二
つ
の
世
代
に
つ
い
て

青
年
層
が
老
人
会
の
事
業
内

容
に
疑
を
持
つ
こ
と
は
、
今
の

青
年
が
受
け
た
教
育
や
今
の
社

会
的
通
念
や
思
想
傾
向
か
ら
観

て
当
然
の
帰
結
だ
ろ
う
と
思
う
。

反
対
に
、
現
代
の
世
相
に
あ
き

た
ら
な
い
で
過
去
へ
の
郷
愁
の

み
で
な
く
、
何
と
か
日
本
の
よ

き
伝
統
を
守
り
た
い
と
願
う
の

も
尤
も
な
こ
と
で
あ
る

。

建
国
記
念
日
だ
と
か
敬
神
山
宗

祖
だ
と
か
教
育
勅
語
の
徳
目
だ

と
か
い
う
と
、
文
字
の
示
す
概

念
で
以
て
、
も
う
封
建
臭
味
ふ

ん
ぷ
ん
と
し
て
鼻
持
が
な
ら
ぬ

と
け
な
し
て
し
ま
う
新
人
の

一

途
な
考
え
方
に
も
問
題
が
あ
る

と
共
に
、
軍
国
華
か
だ
っ
た
頃

の
号
令
的
過
去
へ
の
郷
愁
に
も

時
代
、
は
な
れ
の
し
た
問
題
が
存

す
る

。
私
ど
も
は
、
言
葉
や
偏
見
や

概
念
の
み
で
問
答
を
せ
な
い
で
、

よ
く
内
容
を
具
体
的
に
分
析
解

剖
検
討
し
て
事
の
正
否
を
考
察

市扇

集

者

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
教
育
勅

語
が
悪
い
の
で
な
く
其
の
運
用

に
欠
陥
が
あ
り
取
扱
に
誤
が
あ

っ
た
の
で
そ
の
反
省
は
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
は
あ
ろ
う
、

敬
神
崇
被
も
内
容
的
に
は
日
本

民
族
の
信
念
で
あ
り
、
建
国
記

念
日
と
い
う
こ
と
も
各
国
そ
れ

ぞ
れ
こ
れ
を
祝
し
て
い
る
の
で

あ
る

。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
を
研

究
し
て
現
代
に
生
か
そ
う
と
す

る
動
き
も
決
し
て
悪
い
こ
と
で

は
な
い
と
思
う

。

只
過
去
に
犯

し
た
如
き
誤
り
に
再
び
落
ち
る

と
い
う
こ
と
は
十
分
箸
戒
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
勿
論
で
あ

る
。

老
人
は
免
角
過
去
を
懐
古
し
、

青
年
は
未
来
を
夢
み
る
。
そ
こ

に
新
旧
の
相
反
す
る

二
面
が
存

す
る

。

従
っ
て

一
方
か
ら
他
方

を
見
れ
ば
、
調
和
せ
ぬ
矛
盾
を

感
ず
る
の
で
あ
る
。
現
実
を
閤

守
せ
ん
と
す
る
老
人
と
、
理
想

に
飛
躍
せ
ん
と
す
る
若
人
、
ど
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ち
ら
に
も
危
な
さ
が
あ
り
ど
ち

ら
に
も
よ
さ
が
あ
る
。
そ
の
調

和
は
お
互
の
話
し
合
い
や
協
力

に
よ
っ
て
自
ら
に
よ
い
方
に
流

れ
る
と
思
う
。
老
人
が
教
育
勅

語
の
徳
目
を
実
践
し
よ
う
と
言

っ
て
も
、
現
代
と
い
う
舞
台
を

踏
ま
ね
ば
出
来
ぬ
こ
と
で
あ
っ

て
、
従
っ
て
教
育
勅
語
の
現
代

版
が
出
現
せ
ず
に
居
ら
れ
な
い
。

若
い
人
が
い
く
ら
敬
神
山
宗
祖
を

否
定
し
て
見
て
も
、
祖
先
の
祭

を
怠
る
わ
け
に
も
い
く
ま
い
と

思
う

。

夫
婦
相
和
す
る
こ
と
の

現
代
版
は
、
お
互
の
人
格
を
尊

重
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
天
分
を
完

う
す
る
こ
と
で
あ
り
、
博
愛
衆

に
及
ぼ
す
如
き
は
現
代
人
に
最

も
要
求
さ
る
べ
き
道
で
あ
ろ
う
。

こ
ん
な
風
に
考
え
て
く
る
と

お
互
は
も
っ
と
視
野
を
広
く
し

て
、
自
己
の
我
執
偏
見
に
捉
わ

れ
な
い
で
、
世
の
現
象
を
洞
観

せ
ね
ば
な
ら
ぬ

。

し
か
し
現
代

の
様
な
海
沌
と
し
た
世
相
下
で

は
、
お
互
に
警
戒
し
合
は
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。



資料 6

川内町老友会会則 ( 1 ) 

第 l 候 本会は川内町老友会と名付け町

内在住の 6 5 歳以上の男女を以て組織す
る。

第 2 僚 本会は本部を町役場に置き 、 支

部を各小学校区域に、分会を部落に、班

は必要に応じて設置する。

支部事務所は各小学校に分会事務所は神
社、 寺院教会所、公民館、集会所等適当
の場所に置く。

第 3 候 本会は祖国再建と本 IIIJ の産業、

経済、文化の発展に寄与し会員相互の教

養親陸、慰安、幸福を計るを目的とする。

第 4 像 前条の目的を達するため、概ね

次の事業を行う。

(イ)建国記念日並びに国の祝祭 日に国旗
を掲げて平和日本の隆昌を祝福する 。

(ロ)国民道徳振興のため教育勅語の徳目
を実践し一般家庭の青少年の指導に努
める。

(ハ)敬神崇祖の念を高め朝夕神仏を礼拝

し報恩感謝の生活を楽しむ。
(ニ)小中学校教育に協力し青少年の善導
に努める。

(ホ)町内各種団体に協力し特に社会福祉

につくす。

(へ) 会員相互の連絡、慰安、親陸、慶弔

娯楽の途をはかる。

(ト)以上の外必要を認めた事にカをつく

す。

第 5 僚 本会の運営は会長並びに支部長
分会長、班長その他適当な役員が中心と
なって会員が之に協力する。

第 6 11燦 本会所要の経費は会員の会費、

補助金、寄付金その他に依って支弁する。
第 7 僚 会費は分会毎に之を徴収し其の

1 0 分の 2 を本会に 1 0 分の 3 を支部に

分納し残額を分会において夫々経費に充

当し不足する場合は分会毎に必要に応じ
て会員が醸出する。

第 8 僚 第 5 僚の役員の外に本会監事 2

名、副会長 2 名、支部に副支部長 2 名、

分会に副分会長 2 名を置く。
第 9 11泉 町長、町会議長、教育長、民生

常任委員並びに学識経験者を本部顧問に

小中学校長を支部参与に、神職、住職、
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教会長、民生委員、その他適当なる篤志

家を分会参与に委嘱して本会に対し指導
協力を依頼する。

第 1 0 僚会議は総会、臨時総会、役員

会とし会長之を召集する。本部役員会は

分会長、支部長を以て組織し支部分会は
夫々会長の定める所に依る。

第 1 1 僚 事業の運営は本部は支部分会

を統括し連絡斡旋指導に努め総合的事業

を行う。支部は小学校を中心とし学校教

育に協力援助する。分会は第 4 僚に掲ぐ
る各項につき主として具体的活動の実施

に当たる。

第 1 2 線 本会に於ける事務については
IIIJ 役場民生係書記に其の取扱いを依頼す

る。

第 1 3 候 役員の任期は凡そ 2 年とし、

再選を妨げず、 尚第 l 期の役員は準備委
員会に於いて選定し次期以後は総会に於
いて選定する。

第 1 4 僚 付則第 l 、分会の区域は左の

1 4 分会にて発足し爾後修正を要する場
合は隣接分会と協議の上改訂する事とす

る。

1 河之内分会(河之内 1 円 徳吉)
2. 則之内東分会(徳吉からーケ谷迄)
3. 則之内西分会(保免から惣田谷迄)

4 井内分会(井内 1 円)
5. 土谷分会(土谷相之谷)

6. 滑川分会(滑}II 1 円)

7 奥松分会(奥松 l 円)
8 前松分会(前松 l 円)
9. 北方東分会(学校線以東原沖共)
1 O. 北方西分会 (学校線以西)

1 1. IIIJ東分会(大宮線以東宮西共)

1 2. IIIT西分会(大宮線以西町分)

1 3. 南方東分会(高木、竹之鼻、板戸、

サヤノ木)

1 4. 南方西分会(森、茶堂、両八幡、

曲里、 道向、 吉久)
第 1 5 僚 付則第 2 本会は新町施行記

念事業の 1 として発足し昭和 3 2 年 4 月

から施行する。会則の変更改正等は本部
総会の決議による。
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資料 8 全国老人ク ラブ連合会設立趣意書・宣言

全国老人クラブ連合会設立趣意書

わが国の老人人口は、年々増加の傾向をたどり、昭和35年には832万人

を数え、総人口の8.8% を占め、 10年後には 1 千万人を超えて 1 割を突破

する状態にある。

老人の問題は、このような量的な面のみならず、戦後における社会的、

経済的変動にともなって質的に大きく変化し、重大な社会問題としての要

素をもつに至っている。

この実情に対し、老人も家族および社会の一員として、その福祉をはか

ることの重要性が社会的に認識されるとともに、老人自身においても、自

らの手で自らの福祉を向上させる自覚が高まり、その活動の現れとして、

地域社会の理解と協力のもとに老人クラブの誕生を随所に見るよ うになっ

たのである。

かくて、 老人クラブ設立の機運が醸成されてから既に 10年、いまやその

数 1 万 l 千を超え、会員数80万人以上という目覚ましい発展を示し 、 今後

更に増加の傾向にあるとともに各都道府県においては、その連合会組織の

結成を見つつあり、既に都道府県単位の老人クラブ連合会は30 に及んで

いる。

ここにおいて、各都道府県老人クラブ連合会の連絡調整を行うとともに

全国的立場に立って老人クラブの発展向上をはかり、老人福祉の増進に寄

与するため、全国的組織設立の要望が高まり、ここにこの要請に応えて全

国老人クラブ連合会を結成するものである。

昭和37年 4 月 5 日

全国老人クラブ連合会

設立準備委員長下松桂馬

守 三き
」三!. Cコ

われわれ年来の要望であ っ た全国老人クラブ連合会が、本日ここにめで

たく結成をみたことはよろこびにたえない。今後、われわれは本会設立の

趣旨に則り、関係者相提携して全国的に地域老人クラブの普及とその運営

の改善充実に当り、ひろく社会の理解と協力のもとに、明るい老人生活の

建設に努力せんことをここに誓う。

右、われわれの決意を宣言すると共に、次の事項の実現に遭進すること

を決議する。

老人福祉法の早期制定

「としよりの日 J を国の祝日とすること

老齢福祉年金制度の受給制度緩和と年金額の増額

昭和37年 4 月 5 日

全国老人クラブ連合会結成大会
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2. 昭和40年代'"'-'50年代

( 1 ) 老人クラブ研修会(昭和45年 3 月 29 日 "-'4 月 14 日)

老人ク ラブ研修会をかえりみて 川内町老人クラブ会長菅野義計

川内町老人クラブと婦人会の主催、川内町長、教育長、地区公民館長後援のも

とに 3 月 29 日より 4 月 1 4 日までの聞に 14地区において研修会を開催した。研修

会は地区支部長の開会の辞につぎ町長 ・ 教育長の挨拶があり講演会に入る。講師

は愛媛県文化財保護協会常任理事平松勝太郎先生でお話は「現代の老人と社会J

という演題であった。

先ず先生は“よく学び、よく考え、よく話し合う"ことが大切である。物事を

知るためには学ばなければならない。学ぶことは一時に出来るものではない。長

い時間と努力を要する事である。

次はよく考えることであるが、努力によって広く知識ができたならば、何かと

判断する能力が出来る故、よく考えてよいか悪いかを自分で判断して進む道を選

ぶ。しかしこれは自分だけの判断であって外部から見ればそれは正しいか否かは

わからない。そこに話し合いという機関がある。その話し合いによって得たもの

は、これこそ当を得たものである。集団討議(デ、イスカ ッ ション)を必要とする

所以である。

次いで老人の方は何としてもよい老人とならなければならない。それには、身

体が健康であると共に、高い知性を保ち深い情操を養い広い視野を展開するよう

に努力しなければならない。また、健康については快眠をする、快食をする、そ

して快通することが秘訣であると、細かな点を話された。次に日本のよさという

点では、古来からの敬神崇祖の伝統があり、家族制度では親孝行の美点があり、

また文化の面では有形 ・ 無形の文化財や民俗資料等が豊富にあると話された。

更に民主主義に言及して、人間尊重、合理主義の精神等について詳細に話され、

最後には仙台萩お家騒動の実録を面白く話されたので、受講者は時間の経過も忘

れて先生の話術の巧妙さに魅せられていた。

今回の研修会は会員に大変好評であり、私ども主催者としても充分に手ごたえ

を感じ元気をもらうことができた。この貴重な体験を今後の研修活動に生かして

いかなければならないと覚悟を新たにしているところである。



( 2 ) 第 1 回川内町老人福祉大会(昭和45年)

「… 7 0 年代に対処する現代老人として脱皮し……共に語らい団結し、社会の

一翼を担って前進しよう……J と意気まことに盛んな目的を掲げた第 l 回川内町

老人福祉大会は昭和 4 5 年 9 月 1 5 日に川内中学校体育館に600有余の老人クラ

ブ会員が集い、盛大に開催されました。

午前 9 時 3 0 分開会のことばが終わる

と粛然とした雰囲気の中、静かに真紅の

クラブ旗が入場し、壇上の菅野会長の手

にしっかりと渡されました。瞬間、老人

席からはどよめきのような感動が感じら

れました。

明るい老人になろう!

話し合いの場を広く見いだ、そう!

の相言葉をクラブ旗に語りかけたのかも

知れません。どよめきがおさまって菅野

会長が「このクラブ旗を私たちのシンボ

ルと致します」と宣言すると、満場から

沸き上がった感激の拍手はしばし鳴り止

みませんでした。

やがて式次第に従って神野町長の式辞、

菅野会長の挨拶が行われ、来賓祝辞とな

りました。特に久松知事さん、戒田県社

会福祉協議会会長さんには丁重なるご祝

辞を賜わりました。(資料10参照)

老人ク ラブ会員章

私たちのシンボル 老人ク ラブ旗

。県社会福祉協議会会長表彰(功労)

高須賀富太郎 (8 5 歳)

高須賀筆一 (7 5 歳)

。川内町長表彰(健康) 6 名

。川内町長表彰(作文) 4 名

次に意見発表にうつり

八木嘉妻 (8 5 歳)

宇高房市 (8 0 歳)

。私は考える北下政吉町西クラブ

O老人に思う 仙波ヤエ子 ともしび会
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意見発表のお二人から老人の立場、家庭婦人の立場からの意見発表があり、続

いて小中学生代表 4 人の作文(うちのおじいさん、おばあさん)等の朗読があり、

お年寄りば目を細めうなずきながら聴き入っておられました。発表が終わるとレ

クレーションとなり、あどけない川上幼稚園児のお遊技、町内有志の方々による

詩吟や舞踊で緊張した空気を柔らげ、午後は桜井武雄先生の「老人と現代社会」

の講演が行われ、激動する社会に生きる老人のあり方について強い感銘を受けま

した。最後にア ト ラクションとして島晃さんの浪曲があり、久々に聞く生の浪花

節に聞きほれたのでした。

以上が第 l 回老人福祉大会の概要ですが、これだけ大勢のお年寄りが一堂に会

されたことは町始まって以来のことであり 、 「また来年もお元気でお会いしま し

ょう。老人憩の家でくつろいでください」とお約束して別れを惜しんだ次第でし

た。

( 3 ) 皇居勤労奉仕活動への取組み

会員の自主性を尊重した仲間づくりに併せて、研修旅行の楽しさと奉仕活動の

充実感を体験する目的で、老人クラブ幹部がリーダーシ ッ プを発揮してそれぞれ

4 日間の奉仕活動を成功させた事例を報告する。

① 南方西部地区奉仕団 - 団長 菅野 義計

- 日時昭和 44年 4 月 1 4 日----- 1 7 日 ・ 参加者 24 名

私どもが奉仕を願い出ましたのは、昨年10月でしたが何の支障もなく順調に行

き 11月 28 日付で許可になりました。 それで私どもが第一に 4 日間の宿舎を定めな

ければならない事になったので、日本赤十字社愛媛支部にお願いして適当な宿舎

の斡旋方を依頼したのでありますが、適当な旅館は満員で余裕がないとの事で困

っていました。その後県支部の会計課長の渡部さんのご尽力によって九段会館に

こ守無理を言ってお願いすることが出来たのであります。 これで宿舎の方は安心出

来ました。
さきょうもん

宮内庁からの許可書には 「初日の参入は桔梗門から参入せよJ との事で、あった。

そこで何をおいても桔梗門を知っておく必要があり、上京第 1 日の 13 日九段会館
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到着後店麗門を訪れたのですが、宿舎から結梗門までは徒歩で約30分を要しまし
た。道順は外堀にそって行ったのですが、堀の中には大きな鯉が泳いでいました。

桔梗門は二重橋近くの門で、東京駅の真正面の処にある門でした。翌14日には

昨日通り徒歩で 8 時20分頃全員参入出来ました。

「宮内庁総務課の別館窓明館で待機せよ」との事で休息していましたが、係官

が来られ二重橋附近の広場に行き記念撮影をしました。これで午前中は終り、午

後は庭園課に行って係官の指示により男子は草取り濯水、女子は植木鉢を洗って

始末をしました。

私は昨年、明治百年を記念して黒松の種をまきました。その黒松の発芽が大変

よくまた丈ものびて10センチ位になっていたので、皇居の中に植樹させてもたい

たいと思って持って行きました。 そこで、私は係官に事情を話しますと心よく植

えさせてくださいました。 また、その後の成育工合もお知らせ下さいとお願いし

たら早速ひきうけてくださいました。

四国の川内町から移植した松が成木となれば、それが言い伝えられ後日までの

こることもまた意義ある事と思います。初日は、この乾門から退出しました。

第 2 日目は東宮御所に参入しました。東宮御所は皇居に比して簡素なお住居で

した。ここでも草取り濯水の作業で、 した。作業中途で皇太子殿下、美智子妃殿下、

礼宮様に拝謁を賜わりました。皇太子殿下から遠路御苦労であったという意味の

お言葉を賜わりました。 礼宮様はあどけないおいたの中にも子供らしい可愛いご

会釈を遊ばされ、奉仕団一同を喜ばせて下さいました。

第 3 日目 16日は皇居にまいりました。この日は天皇陛下の御研究所や御田植所

の近くの水路の草取り、雪害のために作った小屋のようなものの取除き、その他

清掃をしました。夕方は雨模様でした。

第 4 日目 17日、朝起きて見ると雪まじりの雨が降っていました。たいしたこと

はないだろうと，思っていましたが、その後だんだん強くなって吹雪となりました。

参入の頃には消えかかった雪がくつの中に入るくらいで吹き降りはなお続いてい

ました。 窓明館で待機していると、宮内庁の係官から「今日は天候が悪いため、

作業はしない、天皇陛下もお出ましにならない」との通知がありました。私ども

は「今日が最後で是非共陛下に拝謁したいJ と申し入れましたところ、宮内庁と

しても折角の機会だからという事で、今度新築せられた新庁舎で拝謁を賜わる

事となりました。

33 



天皇皇后両陛下には新庁舎の御立台に立たれ、私共とは僅かに 3 メートル位の

間隔の所で、 「遠方御苦労であった。お国のために尽すように、また身体に気を

つけて長生きするように」という意味のお言葉を賜わり、一同恐縮にたえません

でした。

天皇陛下の拝謁を終わりいよいよ退出となると、何だか名残惜しくなりました。

宮内庁のお役人や皇室警察官の方々等、短期ではあったが皆親切で言葉づかいも

丁寧で心うたれるものがありました。

皇居は昔太田道濯の築城と聞きますが、その規模の雄大さ、あの建築物、あの

石垣、あのお堀と見る物皆驚かされるものばかりでした。

広い敷地と自然いっぱいの皇居の奉仕を終えて、それぞれに感銘を受け、一生

のよい思い出ができたと喜んでおります。

② 川内町皇居勤労奉仕団

- 団長甘井清務

・ 日時昭和 5 6 年 1 2 月 1 日

------1 2 月 4 日

・ 参加者 団長以下 43 名

行程

・ 1 2 月 1 日 松山空港~羽田着

1 7 時 3 0 分九段会館泊

- 第 1 日目午前 9 時二重橋前集合

記念撮影、場内見学等で午前中終了
ぎょえん

川内町皇居勤労奉仕団

午後は l 時より皇居内吹上御苑前大道より宮中三殿前まで落葉清掃。

- 第 2 日目 午前 9 時東宮御所集合、 9 時 1 0 分------正午桑園手入れ作業、

午後は各県奉仕団演芸会等あり、奉仕団相互の交流。御所内見学等あり。

- 第 3 日目 午前 9 時道路清掃二の丸まで、本丸見学、吹上御苑正門前で天皇

皇后両陛下のご謁見、お言葉を賜る。午後皇宮警察音楽隊の演奏慰問あり 0

・ 第 4 日目 午前 9 時 宮殿裏門より宮殿内庭に入り宮殿内の説明あり、加藤清

正の大水盤は見事であった。午後は二重橋より道濯堀奥添いを清掃し 3 時半に

奉仕作業を終了した。宮内庁より御下賜のお土産品を戴いて 4 日間の奉仕作業

を芸gなく終了した。これも偏えに町当局のこ寺配慮の賜と厚く感謝申し上げます。
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(4 ) 老人憩の家落成

① 皆様の善意に支えられて落成

待望の老人憩の家が予定どおり完成し

喜びの竣工式が昭和45年 9 月 30 日執りお

となわれました。

町内外の来賓の方々より心からの祝福

を受けたこの憩の家は、公共の施設とし
憩の家

ては例のない程、町民の善意で支えられ、ほんとうにお年寄りの憩の場として

ふさわしい館となりました。以下のとおり温かく尊いお気持をお寄せ下さいまし

た方々をはじめ、 金銭を度外視してご協力賜りました用地提供者、工事関係者、

庭園造成等々数限りないご協力とお力添えの結果であり、厚く御礼申し上げます。

。| 憩の家関係寄付物件 I (一部のみ)

・ 金 百万円(1人) ・ 石油ストーブ 2 台他(1社) ・ 碁盤材(1人)

・ カラーテレビ(1社) ・ 将棋盤 (2 人) ・ 庭木 (6 人) ・ その他(多数)

憩の家は現在のところ月曜、祝日の翌日は休館ですが、その他の日は午前 9 時

より午後4時半まで開館されており、町内に住む60歳以上の方であれば誰でも気

軽に利用することができます。お茶の一服に憩を見出し、旧友と囲碁、将棋に腕

を比べ、カラーテレビに自動マッサージ機にくつろぎをお求めください。

[竣工式謝辞] 老人クラブ会長菅野義計 昭和45年 9 月 30 日

本日ここに老人憩の家竣工式を挙行せられるに当り、 一言お祝辞を兼ねお礼を

申し上げたいと思います。

憩の家建築につきましては、昨年11 月 25 日の川内町老人クラブ研修会の席上、

町長さんにお願い致しましたところ「只今研究中であるが、早晩実現するよう努

力する」というお言葉を得たのでありました。その後、町議会の御理解を得て本

年度の予算に壱千余万円の計上がなり、いよいよ建設することになりました。 7

月 15 日起工式の後、本日竣工式をあげられる運びとなっ たのでありまして誠にお

めでとうございます。憩の家の建築は温泉郡内トッフ。を切っての建設で、わが川

内町の名誉であると ともに町民各位のご理解の賜として、我々老人は感謝の気持
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を忘れてはならないと思います。憩の家は私たち老人にとって単なる遊び場と考

えではならないと思います。疲れてはここに遊び、お互い友情を深め、移り行く

社会状勢を見守り、社会にマッチした教養を常に身につけ、若い人からも愛され

るような老人となることを心がけなければな ιi 、 I .:H ，_=竺rー?で

らないと思います。

私どもはまだまだ老いこむ歳ではありませ

ん。若い人たちと手をとり合って社会に奉仕

することを考えなくてはならないと思います。

憩の家はすなわち老人の道場であります。立

派な道場ができたからには、この道場を有効

に活用し、立派な老人となり、町内の皆様か

ら敬愛される老人になることを念願致します。

今後憩の家の運営につきましては、何かと支

障を来たすこともあろうと存じますが、よろ

しくお願い申し上げます。

以上、お祝とお礼のことばと致します。

② 「憩の家」の利用状況

他の市町村に先駆けて建設された川内町の「憩

の家」は、会員待望の憩の殿堂として、和風畳敷

ふた間 (8 0 畳)の大広間(半分に仕切ることも

できる)や玄関脇の応接間や小部屋等もあり、会

員が次々と詰めかけて賑わっていた。

当時は町内には結婚式場も無かったので、 ~ ~ 

Lー」ー

で結婚式を挙げたカップルも次々と生れたようで

ある。(資料11参照)

ところが昭和 5 3 年に近代的な中央公民館が、

続いて昭和 5 5 年には健康センターが設立され、

しめ縄づく り

竹ぼうき作り

jム

問

• 0 帖

それらは何れも広い駐車場を備えた交通の便利な役場周辺にあるので利便性に富

んでいた。そのため 6 0 年度以降では、ほとんど駐車場のない「憩の家J の団体

による利用度は極端に少なくなっていった。(資料12参照)
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しかし、憩の家本来の目的である会員個人の利用率では、或る程度の減少は見

られたが、全体としてはかなりの利用者を維持している。 特に独居老人の間では

憩の家愛好グループができ連日欠かさず利用するよ う にな っ た。

また、 J 11老連の活動舞台としての役割も大きく、しめ縄づくりや竹ぼうき作り、

演芸大会の準備や練習の場所としても利用されてきた。

世の中が進むにつれ社会保障の制度が充実し、生活が安定し年金生活にもゆと

りができてくると、与え られる刺激を受入れるだけでは満足できず、 自分から刺

激を求めて活動するようになり、 多様な趣味や芸能、 多様な文化文芸の花が開く

ようになってきた。 それと同時に、憩の家の活動では満足しきれない人は新しい

分野に飛び、立って行くが、 一方では生活に安住してそこに憩を求める人たちがい

ることも事実である。 これ ら の人たちにとって憩の家はなくてはならない安住の

場所である。 平成 1 5年度憩の家演芸大会プログラム

③老人憩の家演芸大会

川老連では、 会員が日頃なじんで打ち込

んできた趣味や特技を発表する場を年に一

度もうけ、長年継続してきた。 平成 1 5 年

度の演芸大会の様子を紹介しておく 。

大正琴

フラダンス
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(5 ) 単位クラブ活動事例 私たちのクラブ活動

南方西部

私たちの老人クラブは、五つの集落からなる農家の 6 5 歳以上の者ばかりで結

成され、現在では 8 8 名に増加しています。単位クラブですので、大筋は町の老

連クラブの事業計画に基づいて実施しておりますが、私たち地域独特の活動にも

取り組んでいます。

第 l に健康管理に重点を置き、老人健康相談、健康診断、レントゲン検診等も

れなく参加を呼びかけ、成績は頗る良好であります。健康の増進と老化防止にク

ロッケーを取り入れ、当初同好者は 1 5 名でしたが、現在では常時 1 2 名、毎週

水曜 ・ 土曜の 2 回、午後 1 時より 5 時迄、夏の暑い時は朝 5 時より 8 時頃迄で、

勝ち負けは別として 7 0 歳以上の老人が和気あいあいとやっており、クロッケ一

場が老人の憩の場となり、最大の親睦交流の場所となっております。

また、小中学校の夏休みの時期になりラジオ体操が始まると、集会所 5 ヶ所に

分散して老人も参加し、とかく老化しかける手足を子供たちを見習い、 一生懸命

張切って動かしております。朝のひとときではありますが、老人と子供のふれあ

いの場ともなり和やかな雰囲気に包まれます。参加者のうち 2 1 名が皆勤賞で、

あと 1 0 余名が努力賞をもらいました。

第 2 に奉仕作業では 5 年前から神社の清掃を始め、月 l 回ず、つ早朝に行なって

います。年末にはしめ縄を作り、神社に奉納しております。 1 2 月 1 0 日前後に

は公民館に集まり、朝 8 時より午後 3 時頃まで休む間もなく各自がしめ縄作りに

精出し、取材に来た新聞社のカメラも気付かぬほど熱心に作業に励みました。し

め縄は町の商店で売ってもらい、代金は町役場の福祉課を通して年末助け合い運

動の一助として、ささやかではあるが共同募金に寄付しております。このしめ縄

作りは、始めはなかなか思うように出来ず笑いの種にもなった程でしたが、既に

4 年目となりますと玄人はだしの上品なものが出来ます。参加者も男女で 4 5 名

しめ縄も大小合わせて 900個で、その内、区内の独居老人宅へ 5 個宛贈る事が

出来ました。その外、竹ぼうき作りをして神社や集会所等に備えつけ、皆様に喜

んでいただいております。

第 3 にふれあい交流活動では、 4 年程前より各クラブ員の誕生祝を毎月実施し

てお祝の品を贈り、会員の無事と長寿を祝福してあげ、お互いに歓びも悲しみも

分ち合い励まし合っています。会員の中には「この年になりお誕生を祝ってもら
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って有難いことだ。老人会に入って良かった。 J またいただき物も「これからな

んぼ貰えるだろうか。 5 つぐらいは貰いたいものだj と楽しみにして待っていて

くださる方もおります。

それから、会員が入院した場合には、地区の班長がクラブを代表してお見舞に、

また不幸の場合は、会長並び地区会員は弔いに参列するよう申し合わせておりま

す。年末には、地区の独居老人宅を訪問して話し相手となり、心ばかりのお年玉

を贈り愛の一声運動を進めております。

クラブ内では各部門を作り、教養を高め個性と特技 ・ 趣味を活かして育てるた

めに活発に事業を進めており、中でも手芸部はあらゆる手芸に取り組み、作品は

各展示会等に進んで出品して技術を身につけています。年 2 回春と秋の交通安全

週間には創意をこらした人形 200 個余りを作り、安全を祈って道行くドライパ

ーに差しあげ、皆様に喜ばれ親しんで、貰っています。

旅行については、視野を広め親睦を兼ねた慰安旅行を春秋 2 回行ない、春は道

後温泉に 1 泊、秋は適当な場所を選び一日研修の目的で実施致しております。

次に墓参を春の彼岸の入りに毎年行ない、会員でなくなられた方の霊を慰めあ

りし日の友情を温めております。参加される方はいつも 5 0 名余りですが物故者

の数も増えますので、 2 班に別れて行なうことにしています。当日は午前中で墓

参を終了し、午後は西部老人クラブ総会に移り 3 時頃解散することになります。

以上私たち老人クラブは、会員の皆様と共に協力して人に好かれる老人を目指

し、生きがいと誇りと希望を持って頑張って行きたいとお互いに励まし合ってい

ます。
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.資料コーナー( 3 ) 

資料 9

川内町老人クラブ規約( 2 ) 

第 l 僚 このクラブは川 内町老人クラブ

(以下本会及び支部と云う)と稲し町内に

次の 1 4 支部を置く 。

。河之内支部 。員IJ之内東支部 。則

之内西支部 O 井内支部 。土谷支部

。滑川支部 。奥松瀬川支部 O前松

瀬川支部 @北方東支部 @北方西支

部 。南方東支部 @南方西支部

。 IIIJ東支部 。町西支部

各支部区域については各地区公民館地域

とする 。

第 2 fl傑 本会の事務局は役場福祉係内に

おき、事務局職員は IIfJ長の承認を得て福

祉係職員を当てる。

第 8 fl傑 役員の任期は 2 ヶ年とす。但し

再任を妨げない。

補欠役員の任期は前任者の残任期間とす。

第 9 僚 会長及び支部長はそれぞれの会

を代表し会議の議長となる。 副会長及び

副支部長は会長及び支部長を補佐し会長
及び支部長事故のある時は、その職務を

代行する 。

会計はそれぞれの会の会計の出納及びこ

れに伴う事務も行う。監事はそれぞれの

会の会計の監査を行い、総会に於いて報

告する。書記は文書の発送及び会運営の

記録を取り、会顧問は本会の会長の諮問

に肱える 。

第 3 fl燦 本会は老人相互間の親|控を図る | 第 1 0 僚 本会及び支部を iffi じ第 3 条の

と共に一般社会人としての情操と教養を | 目的を達成するため次の諸行事を行う。

身につけ、時代の要望にこたえるよう努 | 社会の奉仕的行事、研修会、講演会、演芸

力することを目的とする。 I 会、慰安会等の諸行事を自主的に行う外、

町 当局が行う老人福祉行政に進んで協力す

第 4 僚 本会員は町内に在住する満 6 0 I るものとす。
歳以上の住民を以て組織する。

第 1 1 候 本会及び支部に必要な経費は

第 5 候本会及び支部に次の役員を置く。 | 町の補助金を得る外会費並びに負担金及

本会の会長 1 名 副会長 2 名 会計 ・ 書 | び寄付金を以て充当する。

記各 1 名 監事 2 名とし、支部に支部長 |

l 名 副支部長 1 名 会計 ・ 書記 ・ 監事 | 第 1 2 線本会及び支部に於ける会計年

各 l 名及び各区に理事 l 名を置く。 I 度はその年の 4 月 1 日にはじまり翌年の

第 6 線 本会の役員は支部長の互選によ

り選ぶものとす。但、会長については広

く会員の中か ら推薦により選任すること

が出来る。支部役員については各支部総

会に於いて投票又は推薦により選任する

ものとす。

3 月 3 1 日を以て終わる 。

第 1 3 僚 本会に於ける役員会は本会役

員及び支部長よ り構成し、支部にありては

役員会及び総会をそれぞれ執行する。

本会及び支部に於ける役員会は会長及び支

部長が必要に応じ召集する。

第 7 fl傑 本会に次の l織にある者に顧問を | 第 1 4 依 この規約の改正及び廃止につ

委嘱することが出来る。 町長 町議会議長 | いては本会役員会に於いて行う。

助役収入役教育長婦人会長地区公民 |

館長民生委員 |付 則 この規約は昭和 4 5 年 4 月 l 日より

施行する。
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議
会
長

戒
田
敬
之
さ
ん

ち

祝

目干

つ

本
日
第

一
回
の
川
内
町
老
人
福
祉
大

会

わ

が
抜
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
は
誠
に
お

め
で
た
い
こ
と
で
あ
り

、

お
喜
び
申
し
上

か

げ
ま
す

。

ま
た
、
本
日

表
彰
を

受
け
ら
れ

報

る
こ
と
と
な

っ

て
お
ら
れ
ま
す
方
々
に
お

か
れ
ま
し

て
は

、

平
素
の
ご
苦
労

に
対
し

広

ま
し
て
感
謝
の

意
を

表
す
る
と
共
に
、
心

か
ら
お
祝
い

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す

昭和45年 9 月 15 日

九
月
十
五
日
と
い
う
日
は

、

第
四
十

代
元
正
天
皇
が
霊
亀
三
年
に
美
濃
の
国
に

行
幸
に
な
り
、

孝
子
の
思
い
が
酒
と
な

っ

た
い

わ
ゆ
る
養
老
の
滝
の
話
に

い

た
く
御

(3 ) 

感
を
召
さ
れ

、

年
号
を
養
老
と
改
め
ら
れ

ま
し
た
め
で
た
い
日
に
ち
な
ん
だ
も
の
で

あ
り
ま
す
。

時
う
つ
り

ま
し
て
昭
和

二
十
五
年
に
兵

庫
県
で

「
と
し
よ
り
の
日
」
と
し
て
取
り

上
げ
ら

れ

「老
人
の
日

」

「敬
老
の
日
」

と

改
称
さ
れ
、
今
日
で
は

全
国
津
々
浦
々

に
お
い
て
多
彩
な
催
し
が
な
さ
れ
て
お
る

の
で
あ
り
ま
す

。

一般
み
ま
す
る
に
終
戦
か

ら

二
十
五
年
、

あ
の
荒
廃
の
中
か

ら

不
死
鳥
の
こ
と
く

立

ち
上
り

、

今
や
自
由
諸
国
に
お
い
て
米
国

に
つ
い
で
国
民
総
生
産
額
は
第

二
位
に
躍

進
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は

、

誠
に
ご
同
慶

に
湛
え
な
い
と
こ
ろ
で
世
界

の
矯
異
と
な

っ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

抑

進
役
は
終
戦

時
に
働
き
盛
り
で
あ
り
ま
し
た
皆
さ
ん
方

の
力
で
あ
り
ま
す

。

し
か
し
な
が
ら
消
臭

的
な
高
度
経
済
成
長
の
か
げ
に
非
常
な
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
事
実
で

あ
り
、
そ
の
影
響
を
最
も
強
く
受
け
て
い

る
の
が
過
去
に
営
々
と
し
て
献
身
し
て
来

ら
れ
た
老
人
庖
で
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
白

身
お
気
づ
き
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す

。

現
在
老
人
人
口
の
急
増
も
手
伝
っ
て
老

人
に
は
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
種

々
の
問
題
が
あ
り
、
老
人
福
祉
の
前
進
が

時
代
の
要
請
と
し
て
強
く

叫
ば
れ
て
お
る

の
で
あ
り
ま
す

。

例
え
ば
家
族
関
係
の
あ

り
方
、
家
庭
に
お
け
る
老
人
の
役
割
、
就

労
の
問
題
、
医
療
費
の

問
題
、
ま
た
所
得

保
障
の
問
題
、
社
会
参
加
の
問
題
、

交
通

事
故
の
問
題
等
未
解
決
の
問
題
は
弱
く
な

っ

た
老
人
の
前
に

大
き
く

立
ち
は
だ
か

っ

て
お
る
よ
う
に
思
い
ま
す

。

し
か
し
こ
れ
は
老
人
の
み
な
ら
ず
国
民

全
体
の
問
題
と
し
て
解
決
せ
ね
ば
な

ら

ぬ

問
題
で
あ
り

ま
す

。

私
は
老
人
掘
削
祉
の
前
進
に
老
人
ク

ラ

ブ

が
果
し
て
お
る
役
割
に
つ
い
て
大
き
な
関

心
と
期
待
と
を
持

っ

て
お
り
ま
す

。

独
は
老
後
の
最
大
の
敵
で
あ
る
」
と
い
う

西
洋
の
諺
が
あ
り
ま
す
、
こ
の
孤
独
の
追

放
に
老
人
ク
ラ
ブ
は
大
き
な
役
割
を
果
し

て
お
り
ま
す

。

ク

ラ
ブ
活
動
の
レ

ク
リ

エ

ー

シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
、
話
し
合
い
の
場
を

通
じ
て
の
心
の
ふ
れ
合
い
、
み
な
さ
ん
方

は
昔
に
な
か

っ

た
楽
し
さ
と
解
放
感
を
味

わ
っ

て
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す

。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、

川
内
町

は
積
極
的
に
老
人
福
祉
を
進
め
る
た
め
壱

千
万
円
を
投
じ
て
老
人
憩
の
家
を
建
設
、

ま
た
年
金
を
大
巾

に
増
額
す
る
な
ど

意
欲

的
な
姿
勢
に
敬

意
を
払
う
次
第
で
あ
り
ま

す
。

ど
う
か

ク

ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
生
き

が
い
を
見
出
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
健

全
な
発
展
を
祈
る
も
の
で
あ

り
ま
す
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最
後
に
皆
様
が
益
々
お
元

気
で
し
あ
わ

せ
で
あ
り

ま
す
よ
う
祈

念
し
て
祝
辞
と

い

た
し
ま
す

。

孤

昭
和
四
十
五
年
九
月

十
五
日

愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
長

戒
田
敬
之



資料11

0川内町老人憩の家管理運営規則

(目的)

(昭和問1 2 Fl 1 2 日 )
規則第 10 号

第 1 条 この規則は、 川内町老人恕の家の設置及び管理に関する条例(昭和45年条例第20号。以下「条例」

という。)に基づき、 川内 IIIT :老人憩の家(以下「憩の家」という。)の管理及び運営に関し、必要な事

項を定める こ とを目的とする。

(管理運営の委託)

第 2 条 憩の家の管理及び運営は、 田] が川内町老人クラブに委託する。ただし、その委託の内容について

は、両者間で協議して定める。

(使用の許可)

第 3 条 憩の家を個人で使用する場合は、備付けの使用簿に氏名等を記入のうえ使用する。

2 憩の家を団体(1 0人以上)で使用する場合は使用日の 5 日前までに使用許可申請書(別記様式)を町

長に提出し、使用許可証を受けなければならない。

3 条例第 3 条ただし警の者が使用しようとする場合は、前項の規定を準用する。(開館及び閉館)

第 4 条 憩の家の開館及び閉館の時刻は、次のとおりとする。 ただし、特別に 111] 長が許可した場合はこの

限りではない。

( 1) 開館午前 911寺

(2) 閉館午後 4 11寺30分

(休館日)

第 5 条 rill!の家の休館日は、次のとおりとする。

( 1) 毎週月 H程 EI 。月 11翌日が国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第178号)に規定する日と重なった

場合はその翌日

(2) 祝日の翌日

(3) 1 2月 28 日から翌年 1 月 4 日まで

2 前項の規定にかかわらずUlT長が必要と認めたときは、特別に開館し、若しくは休館することができる。

(使用)

第 6 条 使用者は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。

(1) 使用者は、使用内容等に変更があるときは、あらかじめ町長に届け出ること。

(2) 使用者は、館内の秩序を保持し、常に健全で、かつ、明朗な雰囲気を保持するよう努めること。

(3) 使用者は、その使用が終わったときは、室内 ・ 外の清掃整頓し、委託管理者に引き渡すこと。特に

カギ、ガス、電気その他火気に注意すること。

(4) 条例、規則jその他委託管理者の指示に従うこと。

(建物、設備、器具の損傷又は滅失の届出等)

第 7 条 使用者が憩の家の建物又は設備若しくは備付けの器具を損傷させ、又は滅失させたときは、速や

かにその旨l町長に届け出なければならない。

2 IIIT長は、前項に規定する届出があった場合は、その使用者に対し、条例第 7 条に基づき損害賠償を命

ずることができる。ただし、不可抗力と認められる場合はこの限りではない。

(物品販売等の許可)

第 8 条 町長があらかじめ許可したもの以外は、 館内において物品販売等の商業行為をしてはならない。

第 9 条 この規則に定めるもののほか、必要な事項については、老人クラブ等の意見を聴き定める。

附則

この規則は、公布の日から施行する。
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資料 1 2 
1 年間に 「憩の家J を利用した人の数

~ 昭和 6 1 年度 平 成 1 5 年 度 平年成度 1 5 年す度るの利昭和 6 1 
利用 人 数 利用 人 数 に対 用率

4 月
398 (人) 185 (人)

46 5 (%) 
(個 2 1 4 ， 団 1 8 4) (個 1 47 ， 団 3 8) 

5 月
355 (人) 166 (人)

46. 7 (%) 
(個 2 2 7 ，団 1 2 8) (個 1 6 6 ，団 0) 

6 月
246 (人) 139 (人)

56. 5 (%) 
(個 2 1 9 ，団 27) (個 1 3 9 ，団 0) 

7 月
409 (人) 152 (人)

3 7. 1 (%) 
(個 264 ， 団 1 4 5) (個 1 5 2 ，団 0) 

8 月
315 (人) 134 (人)

42. 5 (%) 
(個 2 2 7 ， 団 8 8) (個 1 34 ， 団 0) 

9 月
2 6 7 (人) 147 (人)

5 5. o (%) 
(個 2 1 0 ，団 5 7) (個 1 3 1 ，団 1 6) 

1 0 月
305 (人) 186 (人)

6 O. 9 (%) 
(個 2 0 1 ， 団 1 0 4) (個 1 76 ，団 1 0) 

1 1 月
381 (人) 1 5 6 (人)

40 9 (%) 
(個 2 36 ，団 1 4 5) (個 1 56 ，団 0) 

1 2 月
3 6 1 (人) 1 6 5 (人)

45. 7 (%) 
(個 2 0 9 ， 団 1 5 2) (個 1 40 ， 団 2 5) 

1 月
246 (人〕 146 (人)

5 9. 3 (%) 
(個 1 8 1 ，団 6 5) (個 1 26 ，団 2 0) 

2 月
370 (人) 151 (人)

40 8 (%) 
(個 1 8 1 ， 団 1 8 9) (個 1 5 1 ，団 0) 

3 月
2 9 0 (人) 196 (人)

6 7. 5 (%) 
(個 2 0 5 ，団 8 5) (個 1 8 3 ，団 1 3) 

l口』 計
3 943 (人) 192 3 (人)

48. 8 (%) 
(個 2 574団 1 3 6 9) (個 1 8 0 1 ， 団 1 2 2) 

1 年間に 「憩の家」 を利用した団体の数

月 昭和6 1年度 平成15年度
6 1年に対する

月 昭和61年度 平成1 5年度
61年に対する

利用率 利用率

4 月 8 2 25% 1 0 月 6 l 17% 

5 月 3 。 0% 1 1 月 5 。 0% 

6 月 2 。 0% 1 2 月 7 2 28% 

7 月 6 。 0% l 月 4 1 25% 

8 月 2 。 0% 2 月 7 。 0% 

9 月 3 1 33% 3 月 3 1 33% 

------------~ ~ 
合計 5 6 8 14.2% 
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3. 昭和50年代"-'60年代

( 1 ) 会則の改正

川老連の会則は、 昭和 3 2 年初代三津山保太郎会長によって制定されて以来、

本会運営に重要な役割を果たしてきた。時代の変遷と共に社会の要請に応え、 3 

度の大きな改正を経て現在に到っている。改正の要点をまとめてみる ことにした。

① 川内町老友会会則( 1 ) (初代 三津山保太郎会長)

昭和 3 2 年 4 月 2 1 日制定

本会会則は、第 1 回総会に三津山会長が提案し、満場一致で採択されたもので

ある。(資料 6 参照)

その内容の特色は、第 3 条の目的と第4条の事業にある。

第 3 条では「会の目的の筆頭に祖国再建J を挙げていること。

第 4 条では、前条の目的を達するため、概ね次の事業を行うとして、

イ、建国記念日並びに国の祝祭日に国旗を掲げて平和日本の隆昌を祝福する。

口、国民道徳振興のため教育勅語の徳目を実践し、一般家庭の青少年の指導に努

める。
けいしんすうそ

ハ、敬神崇祖の念を高め、朝夕神仏を礼拝し報恩感謝の生活を楽しむ。

ニ、小中学校教育に協力し、 青少年の善導に努める。

としている。以下略

② 川内町老人クラブ規約(2 ) 

昭和 45 年 4 月 1 日制定

(第 3 代菅野義計会長)

本会会則は、菅野会長が就任後 3 年を経て、昭和 45 年 4 月の総会に会則改正

案を上程して、可決成立させた。(資料 9 参照)

改正の要点

ア、会名の 「老友会」 を「老人クラブ」に改正した。

イ、小学校単位の 6 支部を公民館単位の 1 4 支部に編成した。

ウ、前会則の 3 条と 4条の内容を大幅に修正し、新しい第 3 条(下記)を定めた。

[新] 本会は、老人相互間の親睦を図ると共に、一般社会人としての情操と教
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養を身につけ、時代の要望にこたえるよう努力することを目的とする。

工、前会則では、会員は町内在住 6 5 歳以上の男女であったが、 6 0 歳以上に改

正した。

③川内町老人クラブ連合会会則(3 ) 

昭和 5 6 年 4 月 2 0 日制定

(第 7 代東太市会長)

今までの会則は昭和 45 年 4 月 1 日に定められたもので、若干時宣にあわない

点が生じてきた。そこで、この 1 月以来数度の審議を重ねて改正案を作成し、総

会に諮って制定した。(資料13参照)

主な改正点

ア、先ず、支部制度であったのを、地区老人クラブとして独立のものとした。

イ、各支部にあった総会を連合会も持つようにし、連合会長はその総会で地区老

人会長の中から選任するようにしたこと。

ウ、連合会長の出た地区老は、新たに地区会長を選任することにした。

また会員は地区老人クラブ加入者とし、総会は代議員で開くことができるよう

にした。
さんか く

現時点では婦人層の役員参加が盛り込まれていないが、運営面で参画をお願

いしたい。

④川内町老人クラブ連合会会則 (4) (第 9 代高須賀薫明会長)

平成 3 年4 月 2 3 日 制定(資料凶参照)

主な改正点

ア、横灘団地老人クラブが、新しく川老連に加盟した。

イ、 婦人部が創立され、部長及び副部長が役員会に参加することにした。

※ この川内町老人クラブ連合会会則 (4) が、現在まで続いてきた。
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( 2 )川内老連だよりの発行

400 余名の会員で発足した川老連昭和 3 2 年 4 月、

会員数約 1 200 人の大組織に成も 2 5 年を経過して、

この間に少子高齢化は一層進んで来ている。長して来た。

人々の欲求は多様化・こ のよ うな社会の変化に応じて、

この多様なニーズに対応するために新複雑化してきた。

しく取り上げられたのが、老人クラブ専用の情報誌(昭

であった。「川内老連だより 」和 5 6 年発行) 表紙川内老連だよ り 創刊号

での発行回数は原則として年 2 回 (9 月と 3 月)① 編集一一一 「川内老連だよ り」

中には 1 年 l 回の発行でテーマをきめて内容を充実させたものもある。あるが、

とか 「知恵伝承「戦争体験記特集」のテーマのもとに例えば 「長寿社会づくり 」

また表「健康生きがい特集J など編集に特色を持たせたものが見られる。特集」

紙にカラー写真を取り入れたり、文字サイズを大きくしたりして工夫している。

② 主な内容

- 研修会報告- 予算書 ・ 決算書- 行事計画・行事報告- 会長挨拶

- 文化財めぐり- ボランティア活動- 小中学校との交流- 各部の報告
まんだ b

・ 地区蔓陀羅(地区老だより) - 俳句- 趣味- 生きがい- 健康- 意見感想

その他豊富な体験を取り入れた多様な内容である。特に地区墨陀羅はユニークな

編集となっている。

を読み通して「川内老連だより J※ 

昭和 5 6 年の創刊号から現在(第32号)

を{可回もイ可回も

読み返しました。その都度新しい発見が

あり、読み耽って何度夜が白みかけたこ

とか ・…ーそれにつけてもこれを編集せら

川
老
連
だ
よ
り
第
一
号

編
集
後
記

「川内老連だよ り」まで

れた先輩諸氏のご苦労は知何ばかりか、

更に玉稿をお寄せ戴いた皆さんのご苦労

には只々感謝あるのみです。

(
前
略
)

皆
僚
の
ご
協
力
に
対
し
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
本
町
出
身
の
佐
伯
喜
代
松
氏
よ
り
玉
稿
を
戴
い

た
の
と
、
滑
川
の
今
井
清
水
さ
ん
が
福
祉
電
話
の
一

文
を
お
寄
せ
下
さ
っ
た
の
は
、
創
刊
号
を
一
段
と
盛

り
上
げ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

次
回
発
行
は
、
来
年
二
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
意
見
ご
感
惣
、
健
康
法
、
も
の
の
作
り
方

等
々
何
で
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( 3 ) rふる里の記録」の編集

「ふる里の記録」 は、昭和 5 6 年から 6 1 年にかけて発刊され、 「年中行事篇」

「くらしの思い出J I民話 ・ 伝説篇」 の 3 冊に編集されている。

この本は、 川内町老人クラブ連合会が老人クラブ活動の 1 っとして取り組んだ

もので、老人の生き甲斐対策の一環でもある。

長い歳月の間に、父母や古老から耳にしたことや、自ら体験した過去のできご

とを思い出し、語り合い、検討を重ね、これからの人たちに伝え、後世まで残し

たいという願いをこめてまとめたものである。

明治、大正、昭和と 3 代にわたる世の移り変わりにつれ、人々の物の考え方や

日常生活の様式にも大きな変化が見られるようになり、昔のあり方が全く消えて

しまったり、薄らいだりしていることは仕方のないことである。しかし、過去の

事実を失ってしまうことは残念であるので、可能なかぎり昔の姿そのままを記録

に残し、次の世代につなぎたい。

次に川老連で編集した 「ふる里の記録J 全 3 冊を発行順に紹介する。

① 「ふる里の記録 (年中行事篇) J 昭和 5 6 年 1 0 月 1 5 日発行

ア、乙の本は、祖先から受け継がれて来た年中行

事をまとめたも吋る I ~~ 玄の 党議
年中行事は、春夏秋冬を通して繰りひろげら

れ、祖先を租り家内安全を願い、五穀豊穣を祈

願する宗教的な行事や娯楽、親睦をかね合わせ

た内容のものが含まれている。そして、その一

つひとつがふる里の心であり、喜びも悲しみも

これらを通じて乗り越え強く生きていく活力と

なったものばかりである。

旧次]

・ 正月の準備 ・ お飾りさん ・ 正月の餅っき 「ふる里の記録(年中行事篇) J 表紙

・ おたなさん門松さん いただきさん ・ オツゴモ ・ 若水迎え

イ、この「ふる里の記録(年中行事篇) J が発行されるに至るまでには、川老連
しっびつ

「昔話を語る会J のみなさんが14地区から原稿を持ちより検討し執筆した。ふる
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里を思い大切にする熱意と努力の結晶である。

ウ、 「ふる里の記録」の反響

0 先ず驚きは表紙のすばらしさ。そのゆかしい地色、枯淡な題字、和やかな獅

子舞いの 3 つの調和が美しい。特に老人の所作である獅子舞は、なごやかなユ

ーモラスさ。私の心まで和むようだ。(松山市Aさん)

O 内容がとてもよくまとまっており、写真も多くとり入れよくまあ出来たもの

と感心した。組織的にやれば老人にも出来るものと敬服した。(伊予三島B さん)

O 川内町特有の年中行事をしっかり細かく書き記しているのが立派である。(元

愛大助教授C さん)

② 「ふる里の記録(くらしの思い出) J 

昭和 5 9 年 3 月 1 0 日発行

この本は、老人クラブ会員たちが古老から聞き

とった話や、自分たちの生活体験の中から、心に

残る 2 8 編を選び、これを若者たちに伝え、ふる

里づくりに役立ててほしいとの願いから綴ったも

のである。

ふる里の人々の営みが時代の変遷とどうかかわ

ってきたか、過去のくらしの思い出の中から写真

よる笠の?乙Jh

を通しつつ浮彫にした。若い人たちにふる里の昔「ふる里の記録(くらしの思い出) J 表紙

のくらしを知るための手がかりにしてもらいたいor 

旧次]

・白かべの残る家 ・赤いポスト・ 学校のくす
じようるり せいすい

の木・浄瑠璃の盛表・明治大正時代の少年…

③ 「ふる里の記録(民話・伝説篇) J 

昭和 6 1 年 1 1 月 発行

この本は、ふる里に埋もれている民話・伝説を

収録し、 2 1 世紀を生き抜いていく若者たちに語

り伝え、文化の香り高いふる里づくりを願って編

集したものである。
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激動の今日の社会では、ややもすると人間の心がすさみ、ふる里の幻想の世

界に遊ぶ機会さえ失われている。

こんな時、私たちが幼き日に父母の背中で聞いたおとぎ話や、古老を訪ねて

聞きとった話を冊子にまとめたので、若者たちに温かい心と心の通い合う素朴

さや夢の世界に遊ぶ楽しさを味わってもらいたい。

旧次]
じゅん かねひさ

・ 平和に殉じた今井四郎兼久 ・ 平和の神霊若宮神社 ・ 柏大明神 ・ 十夜守…

。 この「ふる里の記録」が若い人々に受け継がれ、更に広く親しまれていく

こ とを願っている。

(4 )愛媛県主催の「交流の船J 事業

この事業は愛媛県が主催で、昭和 48 年から平成 7 年までの 2 3 年間毎年実施

された大事業で、多大の成果を挙げて終了したものである。その問に川老連から

も 1 0 名前後の方が参加されたようであるが明確な数は不明である。

① 事業の概要

ア、本事業の目的

高齢化が急速に伸展するなかで、高齢者、婦人、 青年の三世代が相集い、高

齢化社会が抱える様々な問題を共に学習したり、討議することで世代問の相互

理解と連帯意識の高揚を図り、長寿社会に対応した地域福祉活動を積極的に推

進する。

イ、事業の名称

第 1 回から第 1 1 固までは 「愛媛県老人の船J であ ったが、第 1 2 回以後は、

「愛媛県三世代交流の船」 と改称された。

ウ、事業の参加者

参加者は市町村、関係団体等の推薦によ り主催者で調整、決定した。

参加人数は次のような構成であった。

第 1 回~第 1 4 回高齢者 300 人婦人 1 00人青年 100 人

第 1 5 回~第 2 0 回高齢者 1 40人婦人 8 0 人青年 8 0 人

第 2 1 回~第 2 3 回高齢者 100人婦人 1 00 人青年 100 人
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②参加者の報告から

ア、 Aさんの場合 「愛媛県三世代交流の船」第 1 2 回

この事業は、愛媛県が昭和 48 年から毎年 l 回実施した「三世代交流の船J

事業の一つで、参加した老人 ・ 婦人 ・ 青年の三世代が船中及び寄港地での共同

生活や研修活動を通じて相互理解や連帯感を深め、老人福祉活動を積極的に推

進することを目的としている。

-実施期間昭和 5 9 年 1 1 月 1 0 日"-' 1 1 月 1 2 日 2 泊 3 日

・ 研修地 山口県(松陰神社、東光寺、湯本温泉)

- 参加者 老人300名、婦人100名、青年100名、他30名、計530名

・ 使用船 「ゅうとぴあJ 1 万トン

- 実施方法 参加する三世代が生活を共にする、班別会、交歓会、地域の産業

の見学、レクリエーション等

-日程

第 1 日(1 1 月 1 0 日) 第 2 日(1 1 月 1 1 日) 第 3 日(1 1 月 1 2 印

6・45 起床朝食(船内)
7:00 下関港着

7:30 朝食
8:00 バスで出発

8:40 バスにて湯本温泉旅
館出発(徳山港へ)

10:40 萩市到着 (激しい雨)
松陰神社 ・ 東光寺 12:00 徳山港出航

参拝
13:30 第 3 回班別会

-反省会
-ア ンケート調査

14:30 受付開始 三津浜港 14:40 湯本温泉到着 14:30 班長会

乗船 15:00 解散式(船内)
15:30 全体会 15:40 松山港へ入港(解散)

16:00 出港式開始 (三世代交流研修会)
県福祉課長・ 映画鑑賞
県老連会長祝辞

班編制
16:30 出航
17:00 第 l 回班別会 18:00 夕食

オリエンテーション 食後レクリエーション
19:20 班長会
20:00 第 2 回班別会 20:00 運営委員会

(テーマ別)
21:00 老人就寝 21:00 老人就寝
22:00 婦人 ・ 青年就寝 22:00 婦人・青年就寝

-班編成は、 A班 1 0 班、 B班 1 0 班すべて班単位で行動した0

.第 2 回班別会での話し合いのテーマ

①高齢化社会に対する私の考え ②豊かな老後のために私はとうしている
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③ 温かい地域活動と私の活動 ④三世代の意見のちがいと共通点

。 大変活発な貴重な意見発表であった。

- この行事に参加した感想

530 名の参加者の内、 300 人の老人は、 1 人の事故もなく元気で県の計画

に基づいて、よく時間を守って行動できた。これは一般の団体旅行では決して見

られない模範的な行動であったと思った。

2 泊 3 日の短い日時であったが東予や南予の方々とお会いできて、老人や婦人、

青年の方々のお考えもつぶさに知ることができ、意義のある催しであった。

特に参加者が口々に話しておられた事は、 「人生80年に寿命が伸びたのだから、

老人だ、と言って、今からボンヤリ日を送っては若い人に迷惑をかけてすまない。

体力に応じた仕事を行い、身を以って体験した実力を発揮し、昭和の激動期を生

き抜いた根性は、是非次の世代に伝えねばならない。」とのことでした。私もひ

としお感銘して頭が下がりました。

イ、 B さんの場合 「愛媛県三世代交流の船」第 1 5 回

- 実施時期昭和 6 2 年 1 0 月 24 日'" 1 0 月 2 6 日 2 泊 3 日

・ 交流地 福岡県福岡市

- 参加者 老人300人婦人80人青年80人計460人

. 研修内容

① 史跡研修太宰府天満宮

② 現地老人会のメンバーを船に迎えて交流の全体会が聞かれた。

福岡市より老人 5 0 名、中年 5 0 名の約 1 0 0 名が参加交流し、事例発

表、意見交換等を行なった。

③ 講演 伊賀上先生のお話「地域における老人、婦人、青年の役割J

O 県内ではできない多様な研修内容で、参加者には好評で、あった。
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(5 ) 川老連とク口 ッケー

川老連のスポーツで現在最も熱心に取り組まれている活動はク ロ ッケーである。

わずか 2 0 年程の聞に、町内の全地域にクロッケ一場を作って、毎日のように楽

しそうな笑い声や歓声が挙がっている。そこで、クロ ッ ケーがいつごろ、どのよ

うにして取り入れられ、現在どのように行われているか、その概要をまとめた。

①ク 口 ッケーの起こり

横灘団地のAさんによると、ク ロ ッケーはフランスで考案され、 1 8 世紀頃に

イギリスやアメリカで普及したゲームだそうである。イギリスでは 1 87 0 年に、

アメリカでは 1 882 年に、それぞれ国内組織ができたが、いずれも大きく発展

するには至らなかった。現在イギリスやアメリカでは、クラブや芝生のある家庭

でのレクリェーションゲームとして親しまれている程度のようである。現在わが

国で実施されているクロッケーとは、コートの広さもフープをまわる方法も異な

っている。

日本で始められたのは定かではないが、愛媛県の昭和 5 6 年度の資料によると、

伊予三島市福寿会が昭和 3 9 年 4 月 1 日に届け出たのが最初であり、松山地方局

管内では、昭和 5 1 年 4 月に町東部の田部早蔵さんが取り入れたのがはじまりで

ある。

川内町のクロ ッケーの生みの親である田部さんは、 川内町クロッケ一発展のた

めに東奔西走、大活躍をされた。 川老連チームは苦節 1 0 年、昭和 6 0 年度、愛

媛県スポーツ祭ク ロ ッケ一部一般の部で初優勝、県下で第 l 位になった。これも

田部さんの熱心なご指導の賜であり感謝の念に耐えない。

② 川老連ク 口 ッケー振興策

ア、 川老連ク ロ ッケ一大会の開催

町内各地でク ロ ッケーが盛んになると、

地区内はもちろんであるが、他の地区との

交流試合を行うようになり、昭和 5 5 年度

には川老連のク ロ ッケ一大会と愛媛県大会

が実施された。
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次いで昭和 5 6 年度にはクロッケー親善協議会が開催され、 1 5 地区の内

A . B2 チーム出場した地区が 6 地区、 1 チームのみが 3 地区、合計 1 5 チ

ームで試合が行われたことが記録されている。これを見るとまだチームの編

成ができず参加しなかった地区が 6 地区あったことが分かる。

イ、川老連に「クロッケ一指導員委嘱制度J を設置(昭和 5 8 年)

最近、町内では老人を中心とするクロッ

ケー愛好者の増加に対応するため、川老連
指導員 氏名

(氏 名) 所十
十
占

(氏名) (住所)

戸井時雄 西中村

渡部光正 原 沖

和田 要 IllJ里

高須賀平太 保 免

武智 竹美 永 野

会長が役員会にはかり、右の方々を指導員

に委嘱し、度々審判講習会等を実施した。

そのため町内各地にクロッケーが広まっ

ていった。クロ ッ ケーの練習場が各地区に

回郎早蔵 市場

官 安太

寺閉 邦

県旺l 福一 下 れ"

高須賀英ー 竹之~，\

これらの指導員は町内外の訴合の際、 審判長などの

作られ、 練習を重ねて、 対外試合にも出場 大役を引き受け、 円滑な試合の進行に貢献した.

するようになった。

③ 川老連ク 口 ッケ一生みの親「田部早蔵さんの回想録」より

私が町東部公民館長をしていた時のことです。県より体育モデル地区の指

定を受けました。その時、町教委の方よりクロッケーの話を聞き、この競技

法については県の指導が受けられるとの事でした。そこで、区内の老人や子

供、男女を問わず呼びかけましたところ、多数の方の賛成を得たので、クロ

ッケ一道具一揃を県の助成金で購入しました。

区内に適当な広場があったので早速県の指導を得て練習を始めました。ク

ロ ッケーは、すればするほど面白くなり、益々盛んになりました。毎日 2'"

3 時間練習を行いました。体力的にも精神的にも、また友達っくりに、親睦

に、最適なスポーツであると思っており -

ましたところ、町当局から全町に広める

ために町内 1 5 地区に用具 1 揃ずつ、無

償で配布してくださいました。

競技方法については、県の指導を得て、

指導養成講座を度々行い、各地区でクロ

ッケーが盛んに行われるようになりまし
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た。現在では年 2 回の町内大会を行い、昨年は社協主催の大会を盛大に行い

ました。 また憩の家の行事としても年数回の大会を行っております。その他

十全病院でも老人会が協力して「積善友の会J と名付け、毎月第 3 木曜日に

患者と共に試合をしています。患者には、リハビリにも最適であると喜ばれ

ています。ここでも年 2 回の大会を盛大に行っております。 以下 略

④会員の声

ア、私とクロッケー (A さん)

60の手習いという言葉がありますが、私は71歳でクロッケーを始めました。

それも町東部老人クラブ会長さんが、昭和54年の秋頃にクロ ッケーをやってみ

ないかというので始めたのが病みつきで、それより 1 日 2"-'3 時間やることに

して 2 年余りになりますが、老人にできるスポーツと言えばクロ ッケーが唯一

と d思っています。 スポーツの効用は一般の知る所です。 しかしこれは長く続け

ることに意義があり、 又やれば老いても出来るものだと思います。

それは昨年のことですが、川内町老人クラブの夏のクロ ッケ一大会に、町西

クラブのKさんが選手として私と S子さんの 3 人でチームを作り出場したとこ

ろ、偶然にも優勝することができて驚きました。 尚その上驚いたのは昨年10月

の横河原でのクロ ッケ一大会に前記 3 名が出場したところ、次々と勝ち進み遂

に優勝したのです。 その勝因を考えてみると無欲で試合したのが良かったよう

です。 ……以下略・…一

イ、老人クラブ 1 年生 (B さん)

からりと晴れたよい天気。 今日は町のクロ ッケー初大会だそうな、応援見学

のつもりでしたが風邪で出られない人が出来たので、 員数に入っているらしい。

全員集合大会宣言、之は大変な事になったとギョ ッ としました。 一回の練習

もせずルールを知らないものが出場とはあ・・・あちこちの話では用事がないので

毎日練習をしているとの声も耳にしました。 今更逃げて帰るわけにも行かず、

「初心者ですどうぞよろしく」と採点係の人に挨拶して始めました。 ["本当は

採点係は教えられないのだが」と言いながらあれこれと教えて下さったけれど、

玉は思うと乙ろへは行かず結局は仲間の足を引く羽田になってしまいましたが、

私にはよい勉強になった貴重な 1 日でした。 十点満点取れるよう頑張りたいも

のです。
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⑤ 川老連ク口 ッケー県大会優勝

ア、松山大会優勝

広く県民にスポーツを普及し健康の増進と体力の向上を図り、県民生活を明

るく豊かにすることをめざした昭和60年度松山大会が去る 1 0月 20 日、上浮穴

郡久万町を中心に 10会場に分かれ開かれた。

そのうちク ロ ッケー会場となった上浮穴笛ゲ滝公園グランドでは、ク 口 ッ ケ

一一般、老年一部、老年二部に出場する精鋭30チームが参加した。

川老連では、さきに行なわれた温泉郡選抜予選を通過した一般と老人一部の

2 チームが出場した。

出場チームは各郡市予選を勝ち抜いてきた強豪ぞろいのチームばかりであっ

た。 川老連の老人一部は熱戦の末惜敗したが、 一般チームは日頃の腕前を十二

分に発揮し、 見事四勝一引分けの好成績で優勝し、愛媛県県民体育祭出場権を

獲得した。

イ、県大会優勝

11 月 4 日、愛媛県民スポーツ大会が県

総合公園で開催された。

当日、 川老連からは、松山大会で優勝し

たク ロ ッケ一一般チーム(名越保ー ・ 武智

竹美 ・寺田邦)が出場し、熱戦の末宿願の

優勝を達成した。
県大会で優勝した

武智さん・名越さん・寺田さん

|決勝川内老連 2 5 ー 1 7 東予市新町|
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( 6 ) 単位クラブ活動事例 受賞祝賀会とミ二老人作品展

南方東部

去る昭和 5・ 7 年 1 2 月 2 5 日、第 2 2 回愛媛県老人クラブ大会に於て前地区会

長高木助市氏が、老人福祉功労者として県知事表彰を受けられ、尚当日、当老人

クラブが思いも掛けぬ優良老人クラブとして、県老連会長表彰を受けました。

私たちの支部活動に於ては、表彰をお受けする程の事業は出来ていないにもか

かわらず受彰の栄に浴しました事は、川老連会長を始め福祉課の皆さんのご推薦

の賜と厚く御礼申し上げますと共に、会員一同喜んでいる次第です。

つきましては、地区に於て、細やかながら祝賀会を催す事になり、合わせて老

人の趣味の作品を展示発表することに致しました。

町の文化祭には遠慮されて出品しなかったものもあり、出品作品点数に制限も

あり、折角作った作品を自分の楽しみのみで終らず、みんなで鑑賞致したく、ミ

ニ展示会を催す事に致しました。

祝賀会は 1 2 月 1 9 日でしたが、前日役員で準備を致しました。作品を集める

者、持参する者もあり、心配していた数よりも沢山集まりました。書画 2 0 数点、

手芸品には人形、手まり、毛糸編物、折紙、造花等数十点で、美しい手まりは柳

の枝に吊して陳列し、所々に生花を置き、見れば大変会場が賑やかになりました。

当日来賓としては、町長さんを始め、高須賀県議さん、地区の町議会議員さん、

川老連副会長さんの諸氏をお迎えし、会員は 5 0 数名でしたが、会場に入るや、

作品を眺め入り、時を過ぎるのを忘れ、開会時刻がのび、のび、になった次第でした。

祝賀会は多数の有志の方々の御臨席を得て盛大に行なうことが出来ました。

式後は、懇談会となり、忘年会も兼ねていた関係か歌から隠し芸、踊り、ゲー

ムと次々に飛び出し、賑やかで和やかな、楽しい一日でした。

老人の作品は、作っては楽しみ、大勢に

見て頂いて尚楽しみ、自分の健康によく、

友達づくりが出来、社会性も高まり、この

作品展は初めは心配でしたが、会員一同と

共に嬉んでおる次第です。

兎角孤独になりがちな老人に生き甲斐あ

る楽しい老人クラブであるよう念願してい

る次第です。
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.資料コーナー (4)

資料 13

川内町老人クラブ連合会会則 (3 ) 

第 1 条 (名称、及び所在地)

この会は、 川内町老人クラブ連合会と称

し、事務所を川内町役場社会福祉協議会

内に撞く。

第 2 条 (組織及び会員)

この会は、各公民館地域における次の
1 4 地区老人クラブ(河之内、員IJ 之内東、
則之内西、 井内、土谷、滑川|、奥松瀬川 、

前松瀬川、北方東、北方西、南方東、南

方西、 IIIT東、町西)をも って組織する。

第 3 条(目的)

この会は老人相互間の親臨を図ると共に

一般社会人としての情操と教養を身につ

け、時代の要望にこたえるよう努力する

と共に、各老人クラブの発展をはかる。

第 4 条(事業)

この会は、前条の目的を達成するために

下記の事業を行う。

1. 社会の奉仕的行事に関すること

2. 研修会、講演会に関すること

3 クラブ活動に関すること
4 その他目的のために必要なこと

第 5 条 (役員の構成)

この会の役員は、各老人クラブ会長を以

て構成し、会長 1 名、副会長 2 名、会計

1 名、監事 2 名を置く。

第 6 条 (役員の選出)

この会の役員は、総会に於いて地区会長

の中より選任する。

2. 会長に選任された老人クラブは新たに
地区に於いて地区会長を選任する。

第 7 条 (役員の任期)

役員の任期は 2 ヶ年とする。但し再任を

妨げない。

2. 補欠により補充された役員の任期は前
任者の残り期間とする。

第 8 条 (役員の任務)

会長は、 この会を代表し、会務を総括す

る。
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2. 副会長は、会長を補佐し、会長事故の

ある時は乙れを代理する。

3 会計は、乙の会の会計事務を行う 。

4. 監事は、会計及び運営状況を監査する。

第 9 条(会議)

この会は、総会と役員会に分け、総会は

年 l 回 4 月に開催し、役員会は必要に応

じて会長が招集して開催する。
2. 総会は、各老人クラブより若干名の代
議員をもって構成できる。

3. 代議員数は、役員会で決定する。

4. 役員会は、各老人クラブ会長をもって

構成する。

第 1 0 条(決議)

総会は、次の事項について審議決定する。

( 1) 予算並びに事業計画に関すること
(2) 決算並びに事業報告に関すること
(3) 役員選任

(4) 会則の改廃

(5) その他必要な事項

2. 役員会は次の事項を決議する。

(1 ) 総会に附議する事項

(2) その他必要な事項

第 1 1 条(書記)

書記は、会長が委嘱する。

2 書記は、会長の指示に従い 、 会の運営

事務に従事し、庶務を処理する 。

第 1 2 条(経費)

乙の会の経費は、会費及び助成金、寄付

金その他をもって充当する。

第 1 3 条 (会計年度)

この会の会計年度は、 4 月 l 日からはじ
まり、翌年 3 月 3 1 日をも って終わる。

付良IJ

この会則は、昭和 5 6 年 4 月 2 0 日より

施行し、旧規約はこれを廃止する 。 但し
現在の役員の任期は旧規約によるものと

し、改選の時期を昭和 5 7 年 4 月の総会

時とする。



第 3部充実期(昭和60年代~平成16年)

( 1 ) ラジオ体操

①ラジオ体操のあゆみ

ラジオ体操は、昭和 3 年 1 1 月 1 日の御大典記念日に東京 ・ 大阪 ・ 名古屋の三

局で同時に放送されたのが最初である。その後、昭和 6 年に全国ラジオ体操の会

が結成されて全国的に広まった。戦後、進駐軍によって禁止されたため一時期中

断したが、昭和 26 年に解除された。その頃、新ラジオ体操(第 1 ・ 第 2) が作

られ再び全国的に広まった。その最盛期は昭和 40 年代であった。東京オリンピ

ッ クをきっかけにテレビが爆発的に普及し、新たにテレビ体操 ・ 柔軟体操等多様

な体操が工夫されて取り組まれるようになっ た。

② 川老連のラジオ体操への取り組み

ア、 川老連ラジオ体操のあゆみ

戦後小中学校の「夏期巡回ラジオ体操J が盛んになった昭和40年頃は、 川老

連としては特に組織的な活動は見られなかっ た。 個人的にそれぞれ近所で行わ

れている小中学校のラジオ体操の会場に参加する程度であった。

ところが各部落でのラジオ体操のリ ーダーであった中学生が受験競争の激化

に伴ない、次第に参加しなくなってきた。 一方、健康に関心を持つ高齢者は、

次第に孫と一緒にラジオ体操に参加するようになってきた。

50年代終り頃から川老連でもラジオ体操の参加を呼びかけ、指導者講習を実

施している。

《ラジオ体操の参加奨励賞》

川老連では、平成元年に立ちあげた

ゴールドプランの一環として、県から

の委託金(生きがい推進事業)の一部

約 3 万円程度を平成 9 年度からラジ

オ体操高齢者生きがい作り推進事業費

として充てるようになっ た。 その費用

で、夏休み40 日の問で15 日 ---....20 日以
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上参加した会員に奨励の品を贈っている。最近の資料によると、受賞者はほぼ

一定で140人"-' 150人であった。会員の約 l 割に当たる。現在ではこの賞品が

会員のラジオ体操をする励みの一つになっている。

最近では、地区によってラジオ体操の会場で元気に体操をしている高齢者の

姿がよく目立つようになり、小学生の参加が少なくなってきている。

イ、参加した老人クラブ会員の声

・ 毎朝参加していると習慣になり、気持よく参加できるようになった。

ふれあいの場が広がり、親しく挨拶ができるようになった。

・ お互いの健康の確認ができて交流が深まってきた。

・ ラジオ体操は健康によい。自分の健康について関心が高まる0

. 早寝早起きの習慣が身につく。

ウ、今後の課題

小学生と合同でラジオ体操をすると、にぎやかになるだけでなく世代間の

交流が深まるので、是非小学生の積極的な参加を呼び、かけたい。

・ 会員の体力に合わせて無理なく参加する事が大切である。体操ができにく

い人でも参加しやすいように工夫する事が課題である。

ラジオ体操は閉じこもりをなくし、お互いの健康管理を確認することがで

きる。 そこで出席者には全員に参加賞をあげたい。

(2 ) 高齢者大運動会

川内町では、町民総親和を目的に昭和 4 1 年度から 「町民大運動会J を開催し

てきた。当然の事ながら高齢者も参加者に含まれているが、能力差や年齢差等の

ため出場種目や回数が制約され、参加意欲も高まらなかった。

① 高齢者大運動会の起こり

川老連の高齢者大運動会は、平成 5 年度に「高齢者の生きがいと健康づくり推
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進モデル市町村事業」の県指定を受けて取り組んだのが始まりである。

。事業の目的……高齢者が毎日健康で生きがいをもって社会活動ができるよ う、

地域の各種団体の支援や住民の参加と協力のもとに高齢者の生きがい と健

康づくりを推進する事を目的とする。

。事業の内容……第 l 回高齢者大運動会

・ 日時 平成 5 年 1 1 月 2 日

・ 場所 重信川河川敷

- 参加者 330 人
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15地区対抗で元気一杯、ハツラツ、 和やか、 ドキドキ、珍プレーありで、 参

加者330人のみんな、 真剣な表情で競い合い、年齢を忘れて大いにハッスル、

楽しい一日を過ごした。
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② 高齢者大運動会の経過

ア、第 2 回~第 1 1 固まで欠かさず続き、

今日に至っている。

イ、 プログラムの内容は、毎年同じような

高齢者向けの種目であるが、方法はさま

ざまに工夫している。

但し、 「なわない競争」はなくなったが、

「みんなで歩こう 8 0 歳以上J は、新し

く加わっている。

ウ、参加会員数は、第 1 回 330 人、 第 2

回 450 人、 一一 -一一 一・第 1 0 回 500 人

と増加している。
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工、平成15年度高齢者大運動会

。 11" 会式
l 開会のことば 5 滅後者代表宣援

2 図版掲掛 6 ラジオ体操

3 大会長あいさつ 7 退場

4 来賓祝辞

{プログラム)

百時号 組 目 回i技者 区分

入場行進 1111会式 全日

2 百発百中 選手 対抗

3 ソロリとまいろう 選手 対抗

4 指先の迎動 選手 対抗

⑤ じ ゃんけん大会 全員 I現(~ド

6 グランドポ リング 選手 対抗

7 交通安全リレー 選手 対抗

B 給なげ 選手 対抗

@ 玉入れ 全員 団体

昼 食

10 1 ポール疏し | 選手 対抗

111 一 発必中 | 選手 対抗

⑫ | みんなで歩 こ う 1 80縫以上
《需号のO向lは自由参加》

。閉会式

l 大会運営委日長1崎将

2 図版拘t-"
3 閉会のことば
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③ 高齢者大運動会を振り返って

・ 平成 5 年に初めて県の指定を受けて取り組んだこの事業は、会員の熱意と町

当局のご理解とこ守協力によ り、県指定終了後も引き続き町の助成を受けて継続

され、 定着してきた。

プログラムの内容や方法等、会員の手作りによる改良や改善を加え、今では

貴重な財産になっている。

今回重信町との合併が決まっているが、この大運動会をどのよ うな方法で残

していくかが課題である。
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婦人部の活動( 3 ) 

昭和 6 0 年であった。

初代婦人部長田中照子が婦人部長を引き受けるに至った事情について、以下の

ように回顧している。

県老連の指導により 川老連に婦人部が設置されたのは、

「もともと私は無力非才の者で部長の器でない事を知りな

おことわりもかなえられず、やむなく引き受ける事になりました。思えば、がら、

昨年の社会福祉協議会総会の意見発表で、私は社会奉仕をしてみたい と発言した

どうかこともあったので、お役にたてるのならと思い切って決断した次第です。

皆々様のご指導とご支援を賜わりますようお願い申し上げます。 J

「婦人の会員数も年々増加しつつある現状において、婦人の自覚をまって、 会

員の特性を生かしつつキメ細かい老人クラブ活動を推進するために設置されまし

したがっまだ県や郡には明確な役員さんが決定したとは聞いていません。たが、

目下のところは、婦て具体的な実践については今後御指導があろうと思います。

という状態で出発した。人部ができたということをお知らせ致します。

このような手さぐりの中で、初代婦人部長は過去の教職の経験を生かして、婦

人部活動の基礎づくりに努力された。

第 2 代松木キヨ子部長は、婦人部独特の動きをつくるため、講演会等を企画さ

れたが、新規事業をおこす事はなかなか困難であった。

第 3 代篠原澄子部長は、前部長の意志をついで婦人部の基礎を固めるため努力

された。平成 8 年には、十全病院の大
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井先生に講師をお願いして研修会を開

また、料理講習も適宜開催し催した。

このようにして婦人部好評であった。

活動は次第に定着してきた。平成 1 1 

年からは、中学校を訪問してぞうきん

を贈るようになった。美化清掃にも加

わって、中央公民館前庭の清掃奉仕を

するようになった。

第 4代友近サツキ部長が就任して始められたものに童謡の会がある。以後今日

まで継承され成果を上げている。年 4~5 回、発表に備えて練習をし、福祉大会

また、独居老人の慰問も始めて人々に感謝されている。等で発表している。



平成 1 2 年には、 川内中学校やガリラヤ荘を訪問して交流を深めたり 、新しいタ

オルを集めて三恵ホームへ贈っ たりして、次々と活動を広げていった。

8 年にわたって婦人部のリーダーを勤めた友近部長の突然の死亡により、第 5

代渡部ヤヱ子部長が就任することになった。

平成 1 3 年以後は前年度の行事を踏襲して行われてきた。川上小学校 2 年生児

童と入浴を共にして交流を深めたが、この行事は諸般の事情によって中止した。

平成 1 5 年度には、 川上幼稚園で昔の遊び(お手玉 ・ 折り紙 ・ ボール遊び)等

の相手になって楽しく交流した。

これらの活動は、副部長や会員の協力に支えられて成果を上げることができた。

童謡の会に参加して

うさぎ追いしかの山 小ぶなつりしかの川

夢は今もめぐりて 忘れがたきふるさと

今年も、 9 月 1 5 日の福祉大会で、みなさんに歌声を聴いていただきました。

みんなで集まってなつかしい童謡を歌ってみようということで始まった

「童謡の会J の活動ですが、今年で 9 年目を迎えました。

年に 4 ・ 5 回、 2 時間程度ですが、和気あいあいと活動しています。大き

な声で童謡を歌うのも童心に返って楽しいものです。最初の頃は、なかなか

思うように声が出ませんでしたが、練習していくうちに少しずつですが声も

出るようになってきました。お腹から声を出すのも気持のいいものです。ま

た、休憩時間のおしゃべりも楽しみの一つです。

福祉大会の発表の後、沢山の方々から

「よく声がでていたよ。」

「よかったよ。 j

と声をかけていただき、みんなで一安心

しました。

これからも、楽しくみんなで活動して

いきたいと思います。

興味のある方、参加されませんか。
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(4 ) 受賞の記録

約半世紀の聞に川老連では国や県、市町村や各種団体から多数の表彰を受けて

きました。大変喜ばしい事であります。ただ、会が発足してから、長期にわたっ

ておりますので、受彰者をすべて載せることは不可能です。そこで、編集委員会

にはかり下記のように決めさせていただきました。

【全国表彰】 5 件

① 総務庁長官表彰 世代間交流の賞 平成 1日1 年 1叩O 月 3却O 日 川川|内町老人クラブ

め生き生きと充実した生活を送られています。これは長寿社会における世代間[日店机吋…た悶一方
交流活動の模範であります。よって国際高齢者年記念世代間交流章として記念

の楯を贈ります。

②厚生大臣表彰 優良老人クラブ 昭和 57 年 9 月 22 日 南方西部老人クラブ

[老人クラブ会員の活力と連帯感で地域文化の伝承活動に力を入れ、協力友愛、 ] 

奉仕活動で温かいふる里づくりに努めている。

③全老連会長表彰 優良老人クラブ 平成 6 年 9 月 2 2 日 横灘団地老人クラブ

交流と親陸を深めるために昭和 5 7 年に結成しました。初代会長名越保一氏の | 
[欄悶団醐一地

優れたリ一ダ一シツ フプ。のもと、会員がそれぞぞ、れ趣味や特技を生かして、ユニー | 

クな活動に取り組み成果を上げたことが認められました。_j

④全老連会長表彰 優良老人クラブ 平成 15 年 11 月 26 日 井内老人クラブ

積極的な新規会員の加入増加を図り、平成 8 年度以来地域内高齢者の加入率は

高い。地区内神社の清掃をはじめ、林道の草刈、しめ縄づくり、各小・中学校

や婦人会等との交流、またクロッケー競技を定期的に行うなど健康維持と生き

がいに努めている。春・秋 2 回の物故会員の墓参を欠かさず行うなど、地域に

根ざした活動を行っ ている。 1 4 年度においては、高齢者のための健康・生き

がいづくり活動推進事業を積極的に行い、文化郷土史研修をはじめ親子手づく

り教室等 1 年間を通して行い地域老人クラブの活性化に取り組んだ。
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⑤全老連会長表彰 育成功労 平成 6 年 9 月 22 日 高須賀薫明

昭和 5 5 年地区老人クラブ会長に就任以来、 IIIJ老連副会長・会長 ・ 郡老連会長

・ 県老連理事の要職を務め、平成 6 年 6 月任期満了し退職されました。在職中

は高齢にもかかわらず誠心誠意老人クラブの発展に尽くされました。このたび

長年にわたる老人クラブ活動の推進とその育成発展に尽力し、老人福祉の向上

に貢献された功績が認められました。

【 県関係 】 3 2 件

① 県知事表彰 老人福祉功労者 昭和 43 年 橋本平太郎

② 県知事表彰 老人福祉功労者 昭和 48 年 菅野義計

③ 県知事表彰 老人福祉功労者 昭和 5 7 年 高木助市

④ 県知事表彰 老人福祉功労者 昭和 5 7 年 高須賀忠五郎

⑤ 県知事表彰 老人福祉功労者 昭和 5 9 年 東太市

⑥ 県知事表彰 老人福祉功労者 平成 9 年 名越保ー

①県社協会長表彰 功労者 昭和 4 5 年井内 高須賀富太郎

②県社協会長表彰 功労者 昭和 4 5 年北方東 高須賀筆一

③県社協会長表彰 功労者 昭和 4 5 年則之内西 八木嘉妻

④県社協会長表彰 功労者 昭和 45 年則之内東 宇高房市

⑤県社協会長表彰 功労者 昭和 48 年南方西 菅野義計

① 県老連会長表彰 優良老人クラブ 昭和 44 年 南方西部老人クラブ

② 県老連会長表彰 優良老人クラブ 昭和 5 6 年 河之内老人クラブ

③ 県老連会長表彰 優良老人クラブ 昭和 5 7 年 南方東部老人クラブ

④ 県老連会長表彰 優良老人クラブ 昭和 6 0 年 河之内老人クラブ

⑤ 県老連会長表彰 優良老人クラブ 昭和 6 2 年 則之内東老人クラブ

⑥ 県老連会長表彰 優良老人クラブ 平成 2 年 北方西老人クラブ

⑦ 県老連会長表彰 優良老人クラブ 平成 5 年 井内老人クラブ

⑧ 県老連会長表彰 優良老人クラブ 平成 1 1 年 井内老人クラブ
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① 県老連会長表彰 会長永年勤続者 昭和 54 年 渡部為五郎

② 県老連会長表彰 会長永年勤続者 昭和 5 5 年 大石茂コ郎

③ 県老連会長表彰 会長永年勤続者 昭和 5 6 年 高須賀忠五郎

④ 県老連会長表彰 会長永年勤続者 平成 3 年 高須賀平太

⑤ 県老連会長表彰 会長永年勤続者 平成 4 年 高須賀薫明

⑥ 県老連会長表彰 会長永年勤続者 平成 5 年 玉井信義

⑦ 県老連会長表彰 会長永年勤続者 平成 6 年 名越保ー

⑧ 県老連会長表彰 会長永年勤続者 平成 1 2 年 菅野勝

⑨ 県老連会長表彰 会長永年勤続者 平成 1 5 年 菅野博

【その他】

① 県コ ミュニティ推進協議会松山協議会表彰

地域活動優良団体 昭和 6 0 年 2 月 1 9 日 井内老人クラブ

② 県コミュニティ推進協議会松山協議会表彰

地域活動優良団体 平成 5 年 2 月 1 2 日 川内町老人クラブ

③ 県コミュニティ推進協議会松山協議会表彰

地域活動優良者 平成 6 年 2 月 9 日 名越保ー

【町関係】

町長表彰

町老連会長表彰

社協会長表彰
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( 5 ) 高齢者と子供の交流活動

① 小学生との交流

この活動は、 「老人と子供の談話室j として長年にわたり継承されてきた。

|昭末日 6 0 年度に南方東部地区が取り組んだ事例 (夏 冬 2 回実施) /

第 1 回は集会所で 8 月 6 日の午前中に七夕祭りを行い、 7 日の午後談話室を開

いた。参加者は子供 3 2 名、 P T A役員 9 名、老人 1 2 名、計 5 3 名であった。

6 日の朝ラジオ体操後、竹を切りに行く者、芋の露を集める者、これらを持ち

より子供と老人で短冊を作り、笹に吊し野菜をお供えして別れた。 7 日は午前10

時より P T Aの婦人と老人で食事の準備、子供は午後 2 時に集まった。

先ず子供との話し合い、老人の昔話、老人と子供の手品等、その後、昔の子供

の玩具を一緒に作った。初めは、麦わら細工として馬やキリン、ねじれ龍、花龍、

キセル等を編んだが、これは女の子には特に人気が集まり、夏休みの作品にした

いという子もあった。低学年の子には茄子、胡瓜、小芋で動物の形を作ったり、

笹舟、どんぐり遊び等々いずれも身近にある自然の材料を取り入れ工夫したもの

で、それなりの素朴な味わいがあり、幼い頃の思い出話をしながら作ったり遊ん

だりした。また、 8 0 幾歳のおばあさんが手作りのお手玉を沢山 くださって、こ

れまた楽しく遊んだ。

その後、ボール遊びゃゲーム遊びをし、食事はごもくむすびにおでんで舌つづ

みを打ちながら頂いた。夜は花火大会をしたので子供たちは大変喜んだ。来年も

またしたいなといいながら解散した。

第 2 回目は、公民館で 1 月 5 日午後 1 時より小学校 4 ・ 5 ・ 6 年生を対象に開

催した。子供43 名、老人 1 7 名、 一同顔がよく見えるように四角に並び子供と

の話し合いが出来やすい形で開いた。子供の質問の主なものは、

0道路や建物のうつり変わり Oこの地区出身の偉い人の話 O昔の祭りや

年中行事 O先生に叱られた思い出 O昔の子供会 O昔の子供の手伝い

等直接地域の老人から昔話を聞くことは興味があったらしく、質問も続出 した。

後、紙芝居、手品、応援団の拍手の稽古などをして気分もほぐれ、昔の玩具と

して竹とんぼ、すす玉鉄砲、ぶん廻し、 弓等を 1 人 1 品ず、つ作った。子供は大変

喜びしばらくそれで遊んだ。
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パンと牛乳でおやつ、後は老人も童心に返ってゲームを楽しんだ。

2 回の談話室を通じて感じたことは、

今の子供は明るく活発で常識も発達していると思った。• 

昔のように鼻たれ小僧等は 1 人も見当たらなかった。身なりも清潔で、• 

体格も立派で非常に頼もしい感じがした。

初め子供たちのためにと計画したことであるが、老人自身も勉強になった。• 

どうかわが郷土にこうした

しっかり守ってゆきたいと思う。

最近暴力問題、いじめ問題を聞くにつけても、

事が起こらないよう、

• 

②中学生との交流

昭和 5 0 年頃から川内中学校では「老人と子供の談話室」に取り組んできた。

として定着し、学校行事の中に組み込まれるやがてこの交流は「古老と語る会」

として毎年 1 1 月ようになってきた。そして、今も 「お年寄りと楽しく語る会」

頃開催されている。実に 3 0 年にも余る川中生と老人クラブとの交流活動である。

中学 1 年生 (100この会では、川老連会員 (50'"'-' 100人)が中学校を訪れ、

わ昔の暮らしや戦争体験などを話し合ったり、を対象に郷土の歴史、'"'-'150人)

スポーツなどで交流を深めたりしている。ら細工や竹細工、趣味や特技、

|平成 1 4 年度に実施した「お年寄りと楽しく語る会」の記録

川中 1 年生約150名)川中で交流会を実施(川老連会員60名1 0 月 9 日

お手玉、お料理など、各班ごとに教室わら細工、昔の話、竹細工、午前中は、

これらの活動は、ほとんどの生に分かれて老人から指導を受けながら活動した。

徒が初めての体験であったが、熱心に取り組み、失敗しながらも思い出に残る楽

しいひとときが過ごせた。

昼食は、中学生と一緒に話し合いながら給食をとり、お互いに交流を深めた。

午後は、クロッケ一、グランドゴルフ、将棋、囲碁、オセ口、パソコン、 一
フ

v
h
t
 

たま

レクリ工ーションを楽しんだ。

閉会式には、手作りの心のこもった贈物を老人会会員一人ひとりに頂き、
ていねい

後日生徒個人からの丁寧なお礼状まで頂いて感激した。

ンプなど、

これからもこのような交

流会に参加し、共に語らい楽しい一日を過ごさせていただきたい。
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「お年寄りと楽し く 語る会」 カメラレポート

恒三む
ぼくは戦争のことについて聞きました。

ご老人の 1 人は戦争中に友達が亡くなったと

きのことを泣きながら話してくださいました。

話がとだえてしまうこともなく、とても喜

んで話してくださいました。

〈お手玉作り〉

(わら細 工〉
私は最初、うまく作れるかとても不安でし

た。でも作っていくうちにこつが少しずつ分

かつてきました。そして、やっと 1 つ作れた

時作り方を教えてくれた和田さんが「うまいねJ

とほめてくれました。すごくうれしくて、や

る気がでました。また作ってみたいです。

私はお手玉を作ったのは初めてで、すごく

不安でした。でも、お年寄りの方がとてもて

いねいに教えて下さり、自分なりに上出来な

のができました。遊び方もいろいろあり、「小

さい頃からやっていたJ というおばあちゃん

はとても上手でした。私ももっとうまくなり

たいです。

唖三台
ぼくは囲碁でおじいさんと 2 回対局しまし

た。その対局でぼくは手も足も出なくて 2 回

とも負けました。 1 回対局が終ったら、まち

がった一手をくわしく、どこに打ったらよか

ったのか教えてくれたので、とてもうれしか

ったです。来年も囲碁があったらまた来てほ

しいと思います。
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長寿J 誕生川老連「合同句会( 6 ) 

の委託を受けて、積平成 5 年、 川老連は町から 「長寿社会づくりモデル事業」

極的にこの事業に取り組むことにした。

そこで文化部では、松田さんが以前から俳句を噌んでいたこともあって、同年

7 月より川内町出身の俳傑近藤良郷先生を師としてお迎えし「川内町俳句クラブ」

日毎月毎会員の数は増え、参会者はと名付けて発足させた。月 l 回の例会には、

嬉々として伝統文化に親しみ、風雅の心を養ってきた。

このようにして例会は、 近藤先生の適切な

め
吋

ご指導と松田会長の熱心なリーダーシップ、

1 年・ 3 年・ 5 年・ 10年会員の熱意により、

長寿Jその聞に 「合同句集

を編集 ・ 出版してきた。

と継続した。

(l '"'-' 5) 

※ 既刊句集 5 冊は、県立図書館より依頼を受け、

納本させていただきました。
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( 7 ) 単位クラブ活動事例

① 梅が谷林道の今昔 井内

一昔前より井内と上浮穴郡直瀬とを結ぶ唯一の連絡道路として、道幅約 1 メー

トルのつづら折りの道が通じており、特に直瀬の人々にとっては、松山への近道

として、また、田植え時には出稼ぎ道として利用されて来た。また、井内側から

は、岩屋寺詣でや上浮穴方面への通い道となっていた。このような経緯から次第

に両集落の人々の聞に地縁血縁をもたらし、親戚となって人々は交流を深め、時

代の変遷と共に道路は車道への改修が期待されるようになった。

ところが、井内峠附近は四国山地の一角を占め国有林地であるが、植林された

桧の樹齢が伐採期を迎えてきたので、管理者の営林署としても車道整備の必要性

に追られており、時を同じくして井内地区もこの路線は県道予定線となっていた

ため、営林省への陳情を重ね、遂に昭和 2 9 年井内大橋より奥地林道として採択

された。その後、県道にも編入され、直ちに工事を起こし今日に至っている。

大平地区集落聞は営林省の直轄林道として延進され、更にその後、山地帯も直

轄林道に繰り入れられ難工事を克服し、昭和 5 5 年に井内|峠遂道を開通させ、 川

内町と久万町が結ぼれた。開通を記念して地元有志の老人クラブは、桜苗木千本

余りを植樹した。

現在、その桜の木は附近の人工林に覆われて減少したが、処々に桜花が散見で

きるまでに成長した。しかし、林道沿線には次第に雑木林が繁り、毎年 7 月頃に

は若妻会が、後には老人会も協力して下刈り作業を続け今日に至っている。

この林道の維持管理については、松山営林署と町が維持管理協定を結び、民有

林の区間は町が、国有林部分は営林署が当っている。

町はその後、毎年予算を計上して側溝の整備、裏留工、排水溝等の積極的 ・ 計

画的な工事を施行し、舗装等も殆ど完了し、多年の念願「県道昇格J の早期実現

を望んでいる。この道路の完成を契機として、久万町と川内町との交流が始まり、

特に直瀬老人クラブ有志と井内老人クラブとの交流が深まってきた。

この道路沿線の井内峠附近は、里山とはひと足遅れの季節が訪れ、春は遅咲き

の桜、深山ツツジ ・ シャクナゲ ・ 山吹等が咲き乱れ、夏は涼風が緑樹をなびかせ、
ふるさと

秋は紅葉 ・ 山ハゼ、冬は霧氷など、四季折々の眺めが、忘れ難い故里の山並みが

楽しめる。
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②子供と遊んだ夏休み(昭和 5 9 年度) 南方東部

夏休みといえば先ず連想されるのはラジオ体操の会で近頃はどことも盛んに行

われているようです。竹の鼻でも熊野神社と集会所の 2 か所に分れて 7 月 2 1 日

から 8 月 3 1 日まで小雨の日も 1 日もかかさず聞かれ、老人が約 1 5 名、子供が

34名参加いたしました。

今年の夏は文字通り炎天続きでありまし

たが、それでも体操の始まる 6 時半頃はま

だ涼しく、三々五々と集まって来て笑顔で

挨拶を交わし、拡声機の音楽に合わせて元

気にやりました。

子供が集まるから老人も楽しんで、寄って

ゆく。老人も来るから子供も怠けないで集 ラジオ体操にとり組む老人と子供たち

まる。お互いに励みになって続いたのだと

思います。

しかし長い休み中の事です。ラジオ体操の会も単調でないとも云えません。中

だるみを防ぐ意味でも、何か老人で子供のためにしてやる事はなかろうかと相談

の結果、七夕まつりをする事になりました。

これは婦人方が殊に熱心にとり組んでくれ、又、 PTAの役員さんも進んで協

力してくれたようです。子供たちもお米を集めたりポスターを書いたりして何日

も前から楽しみにしていたようです。
たんざく

当日は老人も子供も昼から会堂に集まり一緒に短冊を書いて笹飾りをし、又婦

人たちは手わけをしておにぎりやおでんを作ってくれました。その日の呼び物は
すいか むじゃき

お化け大会と西瓜割りであったが、子供たちは実に無邪気によろこんだ。西瓜割

り等はあまりした事のない小さい子供も真剣な顔で竹万を振り下ろし、見事割れ

ると一同拍手を送りました。

後でド ッチボールをして大いに運動し、お腹が空いたところで食事となりました。

近頃の大人たちは会食の機会も多いようですが、その日は子供が主客でした。黄

粉むすび、五目ずしのおにぎり、串刺しのおでんの味も格別であった。菓子もジ

ユースもなしで、麦茶と西瓜と云った文字通り老人の手作りのものであったが、か

えって好評でありました。食事のあとは笹飾りの下に縁台をおいて、夕涼みしな

がら花火線香をともして遊び、とっておきの大西瓜を振舞ってお聞きとなりまし
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た。おわりに子供たちは行儀よく並んで「ありがとうございましたJ と挨拶をし

てくれたのにはび、っくりした。 r来年も又じいちゃんが、西瓜を沢山作っておく

けん七夕祭りをやろうなあ」と云って別れた。

ととろで費用等は l 戸に米 2 合と金 200 円集めたきりで花火線香も七夕紙も

総て買えたそうである。因みに参加戸数 2 7 戸、人員は大人子供合わせて約 6 0 

名であった。

近頃の子供は勉強や習い事も多いようで、老人との交流はどちらかと云うと少

なく、同じ部落の子供でも名前もろくに知らぬような状態であるが、ラジオ体操

の会や七夕祭りの行事をきっかけに、今後ともよい関係を作っていきたいものと

思います。

③ 「グランド館」の開設 前松瀬川

前松瀬川支部は、初代会長三津山保太郎のひざもとで会の発足と同時に活動が

始められた。初代の支部長は田井実一、 2 代は渡部為五郎、 3 代は渡部富市、 4

代は仙波知とそれぞれ 8 年間以上勤められた。 5 代は寺田幹、 6 代は渋谷要が就

任した。 7 代仙波平八郎で現在に至っている。歴代支部長は、それぞれの個性を

発揮して支部の維持発展に努力せられた事を感謝している。前松瀬川支部は渋谷

川扇状地と鳥の子地区の集落で構成され地の利に恵まれたとは言えないが、歴代

支部長の努力で和気あいあいの雰囲気で今日に及んでいる。

特筆すべきは、平成4年の前松瀬川グラン

ド館の開設である。当時この地域では圃場整

備が進められており、土地改良区と戸主会と

の協力によって渋谷川左岸に一反歩程のグラ

ンド用地が確保された。

このグランドに憩の家を造ろうと言う話が

持ち上がったが先立つ物は金である。そこで

これを解決する策を練った。故人となられた

仙波朋近は元大工の腕前を発揮し、同じ大工

すべて奉仕で出来たグランド館

に準ずる技量の持主渋谷要・加藤兼治等が中心となって費用のいらない資材を貰

う工夫や材料集めに東奔西走した。技量を伴わない運搬等の奉仕者も出来て、長

さ 4 間半・巾 2 間の敷地に 4畳敷の畳の聞をつくり、くつろぐ事が出来るように



した。また土間をこしらえて流し台を備え光熱の設備もこし らえた。

台所設備が整った流し台

平成 4 年 4 月、グランド館が完成すると、

土間に置くテーブル ・ 椅子 ・ 腰掛は誰から

ともなく持ち運び、込まれて設備が整ってき

た。クラブへの香典返しの金で食器を購入

した。大きな会合以外はすべてこの施設が

利用されるようになった。思えば故人とな

られた方や先人の努力と発想によって、こ

の施設を利用できるようになったことを感

謝すると共に、 一層の発展を願っている。

④ 吉井神社の清掃 南方西部

毎月 1 日は、吉久の老人クラブによる吉井神社の清掃日である。

通称は“お宮掃除"と言っていたが、 まだ、組織のなかった頃は、 4'"'-'5 名の有

志が自分の家の竹帯を担いで行って奉仕的に掃除をしていたようである。年配の

人の話によると、 2 0 数年前から夏期は朝 7 時 3 0 分、冬期は 8 時から毎月 1 日

を“お宮掃除の日"と定めて、 雨の日は順延に、 1 月は前年の 1 2 月 2 9 日と決

め今日まで 1 日も欠かすことなく続いている。

境内には多くの樹木が茂っており、中でもくすの木・むく ・ かし ・ いちょう等

は巨木で落葉も多い。

竹等は、今尚 9 0 歳の高齢でありながら健康でご活躍中の相原義之さん手作り

のもので、腰が強く使いやすい。これまでにもう百本余りも寄贈されたそうで、

今も 5 0 本程を使用されている。

参加者は日によって異なるが、総勢 1 5'"'-' 1 6 人で男女ほぼ半数ぐらいである。

清掃は約 1 時間程で終わるが、お互いの健康状態を気づ、かい合ったり農作業の

事が話題になったりして、 1 ヶ月ぶりに出逢ったコミュニケーションの場でもあ

る。清掃後は、 充実感と共に爽快な気持になることができる。更に年末には、吉

久区から慰安金を頂いて懇親会を行い、 1 年間の労をねぎらい合う場も設けられ

ている。
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⑤幼児・高齢者交流事業を終えて 町東部

町東老人クラブでは、平成4年度は従来からのクラブ活動のほか、県の委託事

業である 「幼児・ 高齢者交流事業」を実施することになった。この事業は、高齢

者が日頃接触の少ない保育園などの幼児たちと積極的に交流することにより、自

らの生きがいを高め、併せて幼児たちには交流活動を通じて、昔から受け継がれ

てきた伝統慣習を知るよい機会とすることを目的とするものである。
たずさ

いよいよ 1 月 1 3 日第 4 回交流事業の当日、役員さんたちは準備した品物を携

え、会員 1 5 名(男 7 名、女 8 名)が保育園を訪問した。扉のある正門をくぐる

と「おはようございますJ という元気な歓声に迎えられ、遊戯室へ案内された。

対面挨拶を交わし交流事業を始めることになった。

この日は滑川万歳の伝承、竹馬っくり、お手玉遊びである。最初は相原茂さん

が、 4"'5 歳児を対象に滑川万歳(義経千本桜・二人道中)の演技を披露した。

万才特有の衣装を着飾り、身振り手振りよく軽快なリズムに合わせての踊りに、

幼児たちは目を輝かせ食い入るように見つめていた。次は幼児たちが踊ることに

なり、党でんが一人ひとりに配られ、相原さんの手慣れた指導で滑川万歳を習っ

た。初めのうちはとまど、っていたが、踊るにつれて次第に馴れ、体を前後左右に

動かし、手に持つ党でんも上手に振れるようになり、可愛い格好で楽しそうであ

った。続いて男の子は竹馬づくり、女の子はお手玉遊びである。

竹馬づくりはほどよく準備した材料を並べ、その周囲を男の子が取り囲むよう

に座り、会員たちが手際よく仕上げていく様子を見守り、出来上がるやいなやわ

れ先にと運動場へ持ち出し、保母さんにつき添われ竹馬乗りに挑戦した。乗って

は転び転んでは乗り、何度も繰り返すうちに 2"'3 歩前進できる子どももできた。

後日どれぐらい乗れるようになったのであろうか。

女の子たちはお手玉の振り方を教わり、左右に握った二つのお手玉を交互に上

にあげながら手の動きも次第に馴れ、遊び終わる頃には手つきもよく指もすばや

く動くようになり、その上達ぶりに会員たちが驚いたり喜んだりしたもので、あった。

こうして過ごした半日であったが、孫のような可愛い幼児たちとのふれあいは、

会員たちにとってなにものにもかえがたいさわやかな満足感と幸せを満喫するこ

とができた。そして、物を作る喜びとそれを大切にする心が保育の中に生き続け、

豊かな心が育つことを念願しながら保育園を辞した。

後日、保育園より幼児たちの感想を寄せていただいた。
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川老連の近況(会員IJ .事業・役員)( 5 ) ナコ資料

資料 14
• 

第 8 条 (役員の任務)

会長は、この会を代表し、会務を総括
する。
2 副会長は、会長を補佐し、会長事故あ
る時はこれを代理する。

3. 理事は、この会の運営に必要な事項を
審議する。

4 会音| は、この会の会計事務をおこなう 。
5 監事は、会計及び運営状況を監査する 。
6. 顧問及び参与は会長の諮問に答え、会
議に出席し意見を具申することができる。

川内町老人クラブ連合会会則 ( 4 )
(平成 1 6 年現行会則)

第 l 条 (名称及び所在地)
この会は、 川 内町老人クラブ連合会と称
し、事務所を川内町社会福祉協議会内に置
く。

第 9 条(会議)
この会は、総会と役員会に分け、総会は
年 l 回 4 月に開催し、役員会は必要に応
じて会長が招集して開催する。
2. 総会は、各老人クラブより若干名の代
議員をもって構成できる。
3 代議員数は、役員会で決定する。
4. 役員会は、各老人クラブ会長をもって
構成する。

第 2 条 (組織及び会員)
この会は、各公民館地域における次の
1 5 地区老人クラブ(河之内 ・ 則之内東 ・
則之内西 ・ 井内 ・ 土谷・滑川・ 奥松瀬川・
前松瀬川・北方東 ・ :1ヒ方西 ・ 南方東 ・ 南方
西 ・ IIIJ東 ・町西 ・ 横波I~ 団地)をもって組織
する 。
2. この会の会員は、 ßIT内に在住する満
6 0 歳以上の者にして、各老人クラブ入
会者とする。
3. この会に婦人部を置き、その部より部
長及び副部長を選出し、部長は役員会の
承認を受けるものとする。

第 1 0 条(議決)
総会は、次の事項について審議決定する。
①予算並びに事業計聞に関すること
②緊急を要する場合、役員会をも っ て総
会に代えることができる。

③ 決算並びに事業報告に関すること
④ 役員の選任
⑤会則の改廃
⑥その他必要事項

第 3 条(目的)
この会は、老人相互間の親睦を図ると共

に、 一般社会人としての情操と教養を身に
つけ、時代の要望にこたえるよう努力する
と共に、各老人クラブの発展を図る。

第 1 1 条(書記)
書記は、 会長が委嘱する。
2. 書記は、会長の指示に従い、会の運営
事務に従事し、庶務を処理する。

第 4 条(事業)
この会は 、 前条の目的を達成するために
下記の事業を行う。
1. 社会の奉仕的行事に関すること
2 研修会、講演会に関すること
3 クラブ活動に関すること
4. その他目的のために必要なこと

第 1 2 条(経費)
この会の経費は、会費及び助成金
金その他をもって充当する。

第 5 条 (役員の構成)
この会の役員は、各老人クラブ会長及び
正 ・ 副婦人部長をもって構成し、会長 l 名、
副会長 4 名、会計 l 名、監事 2 名、理事
1 2 名、顧問及び参与若干名を置くことが
できる 。

寄付

第 1 3 条 (会計年度)
この会の会計年度は、 4 月 1 日から始ま
り、翌年 3 月 3 1 日をもって終わる 。

[付則]
この会則は、昭和 5 6 年 4 月 2 0 日より
施行し、旧規約はこれを廃止する。但し
現在の役員の任期は旧規約によるものと
し、改選の時期を昭和 5 7 年 4 月の総会
時とする。

[付則]
この会則は 、 平成 2 年 4 月 1 6 日より施
行する。
[付則]
この会則は、平成 3 年 4 月 2 3 日より施
行する。

第 6 条 (役員の選出)
この会の役員は、総会において地区会長
並びに正副婦人部長の中より選任する。
2 会長に選任された老人クラブは、新た
に地区において地区会長を選出する。
3. 任期中に欠けた役員は 、 役員会におい
て後任者を選任し、総会に報告する。
4. 顧問及び参与は、役員会の承認を得て
会長が委嘱する。

第 7 条 (役員の任期)
役員の任期は 2 か年とする。但し再任を
妨げない。
2 補欠により補充された役員の任期は、
前任者の残り期間とする。
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川老連関係年表

年 月 川 老連関係 月 県老連 ・ 全老連 ・ その他

沿革由来 - 尚歯会・構(念仏・頼母子構 ・ 無

尽構) ・孝子物語(資料 1 参照)

平安 - 尚歯会開催京都赤山禅院に「我邦
877 尚歯会発祥の地J の記念碑がある

江戸 5 - 松山藩主第 1 2 代定通公「養老の
1813 典」開始

明治16 8 - 西堀端町勧善社「第 1 回松山市街

尚歯会j 発足

27 4 -川上村 ・|日北吉井村と合同で最初 - 福岡市「博多高砂会J 設立

の尚歯会開催 川上駅渡部蔵五 - 京都府亀岡市 「亀岡老人会館」が

郎(西門)宅 設立され「楽寿老人会j 結成

大正 1 - 松山尚歯会第 3 0 回記念大会 記

念碑建立(戦後石手川公園に移設)
- この頃三内地区に尚歯会始まる。 - 熊本県小国町に「上団地区老人会J

4 11 • ì可之内地区第 1 回尚歯会開催 結成

昭和 3 11 - ラジオ体操御大典記念に東京・

大阪 ・ 名古屋の三局で最初に放送

7 - 松山尚歯会 5 0 周年記念碑建立

(戦後石手川公園に移設)

22 9 - 兵庫県野間谷村で「としよりの日 J

( 9 月 1 5 日)を定める

26 9 - 第 1 回 「としよりの福祉週間」の

国民運動を展開(全社協)

30 -川上 ・ 三内村合併、 川内村となる

31 - 滑川・ 明賀地区編入、町市IJ施行、

川内町となる

32 1 - 三津山保太郎「老人団体結成に関 -初のクラブ数調査(全国社会福祉

する私案J 発表(資料 3) 協議会の調査によれば、全国の老

2 - 臨時民生委員会開催 会則案審議 人クラブ数は112であった)

- 設立準備委員会開催 会則案決定

4 -川内町老友会設立総会開催(三内 - 大阪市と徳島県に老人クラブ連合

中)会員480名中出席会員220名 会設立
- 初代会長 三津山保太郎就任
-川内町老友会会則(1) 制定(資料6) 9 - 全社協主催「老人福祉国民会議J

9 - 第 2 回老友会総会(三内中) を東京にて開催

会員492名中出席会員250名 (3 5 年まで毎年開催)

33 2 - 第 1 回建国記念祭(川内町役場屋 4 - 大阪市、老人家庭奉仕員制度実施

上)出席会員 3 0 余名

- 老友会員に対する商店等の優遇策

スタート - 香川県、大阪府など老人クラブ設
4 -川内町で敬老年金給付満 8 5 歳 立(以後年々この数は増加、 全老

以上、給付年額2.000円 連設立までに 2 0 府県老連設立)

<全国老人クラブ数2400となる>



年 月 川 老連関係 月 県老連 ・ 全老連 ・ その他

昭和33 9 - 第 3 回老友会総会(名越座)会員 <日本人の平均寿命、 男 65歳 ・

538名中出席会員30 1名他3 0名 女69歳となる>

34 - 第 4 回老友会総会(川内劇場) 1 - 老人福祉年金給付(全国)

出席会員42 0名他30名 知事ご臨 4 - 国民主|三金法公布

席

35 3 - 緊急幹部会(会長 ・ 副会長 ・ 監事 3 - 滑川郷地区に大火災発生 8 戸

支部長)郷地区火災について協議 焼失

- 滑川郷地区見舞金23 ， 38 1 円役場 <全国の老人クラブ数5 ， 0 2 9 とな

を通して贈る る>
4 - 県老連結成大会 三津山会長 ・ 副 4 - 県老連結成大会開催

会長出席、加盟

12 - 第 5 因老友会総会 川内中学校の

体育館兼講堂の落成を祝して、 川

老速から八木 1 0 俵を寄贈する 12 -川内中学校体育館落成

出席会員550名来賓30名

36 9 - 第 6 回老友会総会(川内 ~IJ) 10 - 全国社会福祉大会で老人クラブの

出席会員450名他20名 全国組織結成が決議された

- 支部の組織を小学校単位から各公 <全国老人クラブ数は9，755、会員

民館単位へ移行した 数は 7 9 万余となる>

37 4 - 老友会が全国老人クラブに加入 4 - 全老連結成大会開催

(1 3 クラ ブ) 愛媛県老連が全老連に加入

38 7 - 老人福祉法公布 (8 月 施行)

- 中央公民館(現役場庁舎別館完成)

39 4 - 第 2 代会長 田井正計就任 10 - 東海道新幹線開通(東京~新大阪間)
4 - 奥松瀬川|老人クラブ結成14となる - オ リ ンピック東京大会開催

41 6 • 9 月 1 5 日が「敬老の日 j として

国民の祝日に加えられた

42 4 - 第 3 代会長菅野義計就任 3 - 全老速、 財団法人に認可される

44 4 - 皇居勤労奉仕活動 (4 日間) 7 「アポ ロ 11 号」 世界初 「月面着陸」

団長菅野義言 | 他 2 3 1:, 

45 3 - 老人クラブ研修会 1 4 地区で実施 3 - 日本万国博覧会(大阪)閉幕

講師平松勝太郎 ・ 町長 ・ 教育長参

加
4 -川内町老人クラブ会員IJ (2) 制定

(資料 9) 6 - 全老連、全国から 800の老人クラ

9 - 第 1 回老人福祉大会開催(川内中) ブを抽出し実態調査を実施

9 - 老人憩の家務成

49 4 - 第 4 代会長 近藤数一就任 6 - ひとり暮らしの老人に対する老人

福祉電話を設置

- 第 1 回川内町文化祭開催

51 4 - 第 5 代会長江戸常一就任 • IIIJ章 ・ IIIJ民憲章 ・町の花に「桜J を

- ク ロ ッケーを 111] 東部の回部早蔵さ IIIJの木に「くすの木J を決定

んが松山地方局管内では最初に取 <全国老人ク ラブ数107 ，948 、 会

り入れた 員数6，465，441、加入率49.2 %>
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年 月 川 老連関係 月 県老連 ・ 全老連 ・ その他

昭和52 4 - 第 6 代会長渡部昌一就任

53 -川内町中央公民館落成

54 4 - 第 7 代会長東太一就任 - 全国で 6 0 歳以上の老人クラブ加

入率 50% を突破

55 - 健康センター竣工

- 横i難地区に大型住宅団地完成

56 4 -川内 111] 老人クラブ連合会会則 (3) 

制定(資料13) - 国際障害者年(この年より 10か年

8 -川内老連だより発刊(倉肝IJ) 計画開始)

10 - ふる里の記録(年中行事篇)発行

12 - 皇居勤労奉仕活動 (4 日間)

団長甘井清務 他 4 3 名

57 4 - 横様11団地老人クラブ結成 1 5 地 3 • r全国老人クラブ会員バッチ」決定
区老人クラブになる • r老人保健法」国会で可決 ・ 公布

9 - 南方西部老人クラブが厚生大臣表 9 - 全老連創立 2 0 周年記念全国老人

彰(優良老人クラブ)受賞 クラブ大会を東京にて開催

58 -川老連にクロッケ一指導員制度を - 老人保健法施行、老人医療一部有

設置 料化

59 3 - ふる里の記録(くらしの思い出) -川上小学校屋内運動場完成

発行 • r健康を進める運動開始」
4 - 第 8 代会長 高須賀忠五郎就任

11 - 県三世代交流の船 1 2 回 参加

60 -川老速に婦人部設置

11 - クロッケー愛媛県大会優勝

61 11 - ふる里の記録(民話 ・ 伝説篇) - 友愛運動・一斉奉仕活動 ・ 健康を

発行 すすめる運動と{汗せ、全国三大運

lIliJ を決定

62 10 - 県三世代交流の船 1 5 回参加 9 - 老人クラブ活動保険創設

-川内町福祉会館落成

平成 l 4 - 第 9 代会長高須賀蒸明就任 11 - 高齢者の生きがいと健康づくり事

業開始

2 4 -川内 UfJ 老人クラブ連合会会則 (4) 4 - 厚生省、市町村老連に関する助成

制定(資料14) を開始

- 高齢者保健福祉推進 1 0 か年戦略

(ゴールドプラ ン) 開始
- ふるさと創生 1 億円事業決定

4 - 前松瀬川グランド館 開設 9 - 全老連 3 0 周年記念大会開催

5 7 -川内町俳句クラブ「長寿」発足 7 - 全老連女性委員会発足
11 - 第 1 回高齢者大運動会重信川河 - 嵐ケ森ふる里公園完成

川敷で開催 7 - 老人保健法 1 0 周年
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年 月 川 老連関係 j司 県老連 ・ 全老連 ・ その他

平成 6 4 - 第 1 0 代会長 白戸正臣就任 6 - 四国縦貫自動車道「いよ西条~) II

9 - 横波I~団地老人クラブ全老連会長 内j 開通

表彰(優良老人ク ラブ)受賞 - 北海道南西沖地震災害義援金実施

9 - 高須賀蒸明 全老連会長表彰 - 九州南部集中豪雨災害義援金実施

(育成功労者)受賞

7 2 - 合同句集「長寿J 第 1 集を発刊 - 阪神 ・ 淡路大震災救援制金実施

4 - 老人クラブが指ケ森シルバーハウ 4 「新ゴールドプラン」スター ト
ス管理 1 1 年 1 1 月 2 8 日まで

8 9 • r敬老の日 J 111IJ定 3 0 周年

9 3 - 合同句集「長寿」第 2 集を発刊

10 4 - 第 1 1 代会長高須賀秀清就任 10 - ふる さと交流館(さくらの湯) 完

成、オープン

11 -川内町老人クラブ 総務庁長官表 6 「男女共同参画社会基本法J 成立

彰(世代間交流の賞)受賞 11 -川内中学校体育館完成
11 - 中予地区老人クラブ「ことぶき文

化フェスティバルJ 川内町中央 - 国際高齢者年

公民館で開催 参加者中予地区老

人クラブ員 400 名 展示作品

276 点

12 1 - 合同句集「長寿」第 3 集発刊 4 「今後 5 か年間の高齢者保健福祉
9 - 高齢者交通安全般進大会 中央公 施策の方向J (ゴールドプラン21)

民館にて開催老人クラブ参加者 策定

1 28 名来賓 3 1 名

14 2 - 合同句集「長寿j 第 4 集発刊 9 - 老人の臼 (9 月 15 日)

老人週間( 9 月 15 日 ~2 1 日)創設

- 全老連創立 40 周年記念全国大会

15 7 - 第 1 2 代会長菅野博就任 - 国民祝日法改正「敬老の日 J 9 月

11 - 井内老人クラブ全老連会長表彰 の第 3 月曜日に変更

(優良老人クラブ)受賞 - 老人福祉法 4 0 周年

- 老人保健法 2 0 周年

- 新市名称「東1見市」に決定

16 3 - 合同句集「長寿」第 5 集発刊 4 - 重信町川内町 合併協定調印、合併

が正式決定
- 東1良市の市章(デザイ ン)決定
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川内町老人クラブ連合会役員一覧表

年 代 昭和 3 2 年度 昭和 3 3 年度 昭和 3 4 年度 昭和 3 5 年度

初代 S.32.4~38.6

本会会長 一津山保太郎

東 河之内 浅野金治郎 浅野金治郎 浅野金治郎 浅野金治郎
谷 則之内東

地 西 則之内西
高須賀富太郎 高須賀富太郎 高須賀富太郎 高須賀富太郎

谷 井内

r骨 )11 玉 井猶助 玉 井 猶助 玉井猶 助 玉 井猶助 l

区
土 谷 佐伯嘉太郎 佐伯嘉太郎 佐伯嘉太郎 佐伯 嘉太郎

奥松瀬川 橋本直行 橋本直行 精本直行 橋本直行

前松瀬川

正』 )11 4黄灘団士也
ヨc;;-

北方東

北方西 田井正計 田井正計 渡部彦 市 渡部彦 市

長
町 東

町 西
上 南方東

南方西

婦人部長

年 代 |昭和 4 1 年度|昭和 4 2 年度 | 昭和 4 3 年度|昭和 44 年度
3 代 S.42.4~49.3

本会会長 〉菅野義計

東河之内 浅野金治郎 浅 野 金治郎 浅野金治郎 近藤仁平

谷 則之内東 字南I 房 市 字局房市 近藤数 一 近勝 数 一

地|西 則之内西 八木嘉妻 八木嘉妻 宇和川 昌売 宇和川 昌売
谷 井内 両須賀富太郎 両須賀富太郎 I笥須賀富太郎 両須賀富太郎

，骨 )11 曽我部梅吉 曽我部梅吉 曽我部梅吉 佐 伯村 一

区|土谷 佐伯 嘉太郎 佐伯嘉太郎 佐 伯 嘉太郎 曽我部音蔵

奥松瀬川 今井満政 今井満政 渡部勘三郎 渡部勘三郎

前松瀬川 回 全|ニ実一 渡部為五郎 渡部為五郎 渡部為五郎

ド 111 横灘団地
t玄L 北方東 高須賀筆 ー 高須賀筆 一 二 神政数 二 神政数

北方西 江戸常 一 江戸常一 江戸常一 江戸常一

町東 田中円平 田中円平 田中内平

北下政 吉 北下政 吉 北 下政吉 北下政 吉

南方東 回井野 義俊 岡井野 義 俊 回井野 義 俊

南方西 菅野義計 菅 野 義計 菅 野義計 菅 野 義計

婦人部長
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昭和 3 6 年度 昭和 3 7 年度 昭和 3 8 年度 昭和 3 9 年度 昭和 4 0 年度

( S.38 .6~39 . 3) 2 代 S.39.4~42 . 3

.. 橋本平太郎 田井正計
( 会長代行)

浅 野金治郎 浅野金治郎 浅野金治郎 浅野金治郎 浅野金治郎

字局房 市 宇品房 市 宇高房市 字高房市 宇 品房市
八 木 嘉妻 八木嘉妻 八木嘉妻 八木嘉妻 八木嘉妻
高須賀富太郎 両須賀富太郎 尚須賀富太郎 I笥須賀富太郎 品須賀富太郎
玉 井猶助 玉井猶 助 玉井猶 助 玉井猶 助 曽我部 梅 吉

佐伯嘉太郎 佐伯嘉太郎 佐伯嘉太郎 佐伯嘉太郎 佐伯嘉太郎

(初代)今井満政 今井 満政

田井実 ー 田井実 ー 岡井 実 一 田井実 ー 田井実 ー

同須賀筆一 尚須賀筆 一 向須賀筆一 両須賀筆一 高須賀筆ー

田井正計 田井正計 田井正計 回井正計 田井正音i

菅野義計 菅 野 義計 菅野義計 菅野義計 菅野義計

昭和 4 5 年度 昭和 4 6 年度 昭和 4 7 年度 昭和 48 年度 昭和 4 9 年度

4 代 S.49.4~5 1. 2

?近藤数一・

近 I1恭仁平 近 !I恭仁平 近藤 仁平 近藤仁平 近勝仁平

近藤数 一 近藤数 一 近藤数 一 近藤数 一 近藤数 一

宇和川 島売 字和川 昌 売 字和川 昌売 青野正次郎 青野正次郎

戒能順太 戒能順太 戒能順太 戒能順太 東 太 一

佐伯村一 佐伯村一 武智節喜 武智節喜 小 倉清郷

曽我部 音蔵 中 島友重 中島友重 中島友重 中 島友重

大石茂三郎 大石茂二郎 大石茂二郎 大石茂二郎 大石茂三郎

渡部為五郎 渡部為五郎 渡部為五郎 渡部為五郎 渡部為五郎

二 神政数 二 神政数 二 神政数 二 神政数 両須賀忠五郎

江戸常 一 江戸常 一 江戸常 一 江戸常 一 江戸 常一

田 中円平 田 中 円平 渡部昌 一 渡部昌一 渡部昌一

北下政吉 北下政吉 北下政吉 北下政吉 北 下政吉

田井野 義 俊 田井野 義 俊 田井野義俊 回井野義俊 高木 助市

菅 野 義計 菅 野 義計 菅野義計 渡部 幸 渡部 幸

85 



年 代 昭和 5 0 年度 昭和 5 1 年度 昭和 5 2 年度 昭和 5 3 年度

5 代 S.5 1.3 ~52.3 6 代 S.52.4~53.12

本会会長 》江戸常一+渡部昌一 .‘ 

東 河之内 近勝仁平 近藤安長 近藤安長 近勝安長

谷 則之内東 小倉冗 一 小倉冗 一 小 倉 冗 一 小倉冗 一

地 西 則之内西 青野正次郎 安勝六郎 両須賀平太 局須賀平太

谷 井内 東 太一 東 太 一 東 太一 東 太 一

，骨 )11 小倉清郷 小倉清郷 小倉清郷 小倉清郷

区 土 谷 中島友重 中島友重 中島友重 中島友重

奥松瀬川 大石茂三郎 大石茂三郎 大石茂二郎 大石茂二郎

前松瀬川 渡部為五郎 渡部為五郎 渡部為五郎 渡部富市

L>-)11 横灘団地
1三L

北方東 I笥須賀忠五郎 局須賀忠五郎 同須賀忠五郎 両須賀忠五郎

北方西 江戸常一 佐伯勇三郎 佐伯勇三郎 佐伯勇三郎

長
町 東 渡部昌一 渡部昌一 田部早蔵 田部早蔵

町 西 北下政吉 北下政吉 黒田福一 黒田福一

上 南方東 雨木助市 局木助市 両木助市 品木助市

南方西 j度部 幸 菅 巻次郎 菅 巻次郎 両須賀富久

婦人部長

年 代 昭和 5 9 年度 昭和 6 0 年度 昭和 6 1 年度 昭和 6 2 年度

8 代 S.59.4~H 元 3

本会会長 高須賀忠五郎

東 河之内 中 川 喜十郎 中 川 喜十郎 近 Jl泰甚吾 中 川 喜十郎

谷 則之内東 小倉正雄 小倉正雄 武智 竹 美 武智竹 美

地 西 則之内西 局須賀平太 尚須賀平太 両須賀平太 局須賀平太

谷 井内 両須賀秀吉 局須賀秀吉 両須賀秀吉 甘井清務

J骨 )11 玉井信義 玉井信義 玉井信義 玉井信義

区
土 谷 佐伯太郎 佐伯太郎 佐伯太郎 佐伯太郎

奥松瀬川 本オ木ミ 長栄 方オ苛てミ 長栄 森 長栄 森 長栄

前松瀬川| 渡部富市 渡部富市 {11J 波 知 仙 波 士官

正』 )11 横灘団地 名越保ー 名越保一 名越保一 名越保ー
ヨ三:

北方東 菅野勝吉 菅野勝吉 菅野勝吉 菅野藤吉

北方西 両須賀薫明 指l須賀薫明 1罰須賀薫明 前須賀薫明

長
町 東 田部早蔵 田部早蔵 田部早蔵 田部早蔵

町 西 渡部団正 渡部団正 渡部団正 渡部団正
上 南方東 品須賀英一 局須賀英一 両須賀英一 両須賀英一

南方西 大西政之進 大西政之進 大西政之進 大西政之進

婦人部長 (初代)田中照子 田中照子 田中照子
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昭和 5 4 年度 昭和 5 5 年度 昭和 5 6 年度 昭和 5 7 年度 昭和 5 8 年度

7 代 S.54. 1 ~59 .3 

東 太一 110.. 

v 

近藤安長 近藤安長 近 JI泰安長 中 川 喜十郎 中川 喜十郎

小倉冗一 小倉冗 一 小倉冗 ー 小倉冗 一 小倉冗 一

両須賀平太 両須賀平太 両須賀平太 l笥須賀平太 前須賀平太

尚須賀秀吉 品須賀秀吉 両須賀秀吉 両須賀秀吉 両須賀秀吉

小倉清郷 小 倉清製I1 玉井信義 玉井信義 玉井信義

中島友重 中島友重 中島友重 佐伯太郎 佐伯太郎

大石茂二郎 方オ升ミ之ミ 長栄 森 長栄 森 長栄 森 長栄

渡部富 市 渡部富市 渡部富市 渡部富市 渡部富市

(初代)名越保 ー 名越保 ー

両須賀忠五郎 両須賀忠五郎 雨須賀忠五郎 1罰須賀 J官、五郎 局須賀忠五郎

佐伯勇二郎 局須賀蕪明 I冒1須賀薫明 I笥須賀窯明 両須賀薫明

田部早蔵 田部早蔵 田部早蔵 田音1\ 早蔵 田部早蔵

黒田福 一 渡部団正 渡部団正 渡部団正 渡部団正

尚木助市 前木助市 I官1 木助市 前須賀英 一 両須賀英 一

両須賀富久 品須賀富久 品須賀富久 両須賀富久 両須賀富久

昭和 6 3 年度 平成元年度 平成 2 年度 平成 3 年度 平成 4 年度

9 代 H.元 4~6.3

〉高須賀 薫 明

近藤甚吾 寺 川 重 二 寺 川 重 ニ 近 j除甚吾 竹内 頼衛

武智 竹 美 武智 竹 美 武智 竹 美 武智 竹 美 宇和川 幹夫

間j須賀平太 I笥須賀平太 白 p 正臣 白戸正臣 白戸正臣

甘井清務 甘井清務 菅野 !勝 菅野 !勝 菅野 勝

玉井信義 玉井信義 玉井信義 玉井信義 玉 井 信義

佐伯太 郎 佐伯太郎 佐伯太郎 佐伯太郎 佐伯愛一郎

森 長栄 渡部武雄 渡部武雄 渡部武雄 大野菊雄

仙波 ま日 仙 波 知 l 仙 波 知 仙 波 知 仙 波 知

名越保 ー 名越保 一 名越保 ー 名越保 一 名越保 一

菅野勝吉 橋本鬼士男 橋本鬼士男 橋本鬼士男 橋本鬼士男

矢野信次郎 矢野信次郎 野中友親 野中友親 野 中 友親

相原 茂 相 原 茂 越智 保 福岡 勇 両須賀秀清

渡部満重 渡部満重 渡部 満 重 渡部満重 綾部満重

菅野良知 菅野良知 菅野良知 菅野良知 菅野良知

大西政之進 大西政之進 大西政之進 大西政之進 菅野 博

田中照子 田 中 照子 松木喜代子 松木喜代子 松木喜代子
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年 イ吃 平成 5 年度 平成 6 年度 平成 7 年度 平成 8 年度

10代H.6.4~ 1 0.3

本会会長 〉白戸正臣 “ v 

東 河之内 竹 内頼衛 竹内頼衛 竹 内頼衛 近勝久直

谷 則之内東 宇和川 幹夫 宇和川 幹夫 字和川 幹夫 長曽我部昭一

士也 西 則之内西 白戸正臣 同須賀定信 高須賀定信 両須賀定信

谷 井内 菅野 勝 菅野 Jj券 菅野 JJ券 菅野 勝

;骨 )I! 首藤鬼代志 首藤鬼代志 首藤鬼代志 首膝鬼代志

区
土 谷 佐伯愛二郎 佐伯寅次郎 佐伯寅次郎 佐伯寅次郎

奥松瀬川 大野菊雄 大野菊雄 大野菊雄 大野菊雄

前松瀬川| 仙 波 知 寺田 幹 渋谷 要 渋谷 要

.�... )I! 横灘団地 名越保 一 名越保 一 名越保 一 名越保 一
-r;; 

北方東 松田次夫 松田次夫 松田次夫 松田次夫

北方西 野中友親 野中友親 野中友親 野中友親

長
町 東 両須賀秀清 局須賀秀清 間I須賀秀清 両須賀秀清

町 西 大西正信 黒 }II 亀房 黒 川 亀房 越智宗俊

上 南方東 菅野良和 山 本兼義 山本兼義 山 本兼義

南方西 菅野 博 菅野 博 菅野 博 菅野 博

婦人部長 松木喜代子 篠原澄子 篠原澄子 友近サツキ

年 代 平成 1 4 年度 平成 1 5 年度 平成 1 6 年度

12代 H. 15.7~

本会会長 士官野 ↑専

東 河之内 近 I1恭寿一 近 11挙静馬 近藤静馬

谷 則之内東 長曽我部昭一 長曽我部昭 一 長曽我部昭一

1也 西 則之内西 白戸正臣 白戸正臣 白戸正臣

谷 井内 菅野喜明 菅野蕎明 菅野 議 明

r骨 )I! 首藤鬼代志 首勝鬼代志 渡部幸子

区 土 谷 佐伯信市 佐伯信市 佐伯信市

奥松瀬川 大野 利 夫 大野 利 夫 大野利夫

前松瀬川| 仙 波平八郎 仙 波平八郎 仙 波平八郎

tτェb、 )I! 横灘団地 芝 云志 ー之ふみa 云志 中池正春

北方東 佐伯 尚 前須賀英隆 高I須賀英隆

北方西 寺坂亀義 寺坂亀義 橋本政雄

長
町 東 野首恒 明 野首恒明 野首恒明

町 西 黒 川 亀房 黒 川| 亀房 黒 川 亀房
上 南方東 佐 伯 繁政 佐伯繁政 佐伯繁政

南方西 菅野 博 渡部冗綴 渡部冗績

婦人部長 友近サツキ 渡部ヤヱ子 渡部 ヤヱ子
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平成 9 年度 平成 1 0 年度 平成 1 1 年度 平成 1 2 年度 平成 1 3 年度

11代 H. 1 O.4~ 15.6 

手高須賀秀清
... 
v 

近 勝久直 近 勝久直 近 勝寿 一 近勝寿 一 近藤寿 一

長曽我部昭一 長曽我部昭一 長曽我部昭 一 長曽我部昭一 長曽我部昭一

高須賀定信 同須賀定信 高須賀定信 両須賀定信 両須賀定信

菅野 !日子 菅野 勝 菅野 !日3 菅野 勝 菅野 勝

首勝鬼代志 首藤鬼代志 首藤 鬼代志 首勝鬼代志 首勝鬼代志

佐 伯 寅次郎 佐 伯 寅次郎 佐 伯 寅次郎 佐 伯 信 市 佐 伯{百 市

大野菊雄 大野菊雄 大野菊雄 大野菊雄 大野菊雄

渋谷 要 渋谷 要 渋谷 要 仙 波平八郎 仙 波平八郎

名越保 一 名越保一 名越保 一 篠原澄子 篠 原澄子

松 田 次夫 松田 次夫 松田次夫 松 田 次夫 松 田 次夫

野中友親 堀 川 護 堀 川 護 堀 川 護 堀 川 護

両須賀秀清 寺田 公 敬 加 藤孝明 加勝 孝 明 加 藤孝 明

越 智宗 俊 越 智宗 俊 越 智宗俊 黒 川 亀房 黒 川 亀房

山 本兼義 山 本兼義 山 本兼義 山 本兼義 山 本兼義

菅野 博 菅野 博 菅野 博 菅 野 博 菅野 1専

友 近サツキ 友近 サツキ 友近 サツキ 友 近サツキ 友近 サツキ

※ は組織が結成されていなかったため、 会長 (部長) 不在である。

※ 空欄は資料不足のため不明である。



編集後記

川内町と重信町との合併問題が具体的に動き出した平成 1 4 年 6 月の役員会で、

(故)高須賀会長から「このまま合併が進めば川内町老人クラブの輝かしい歴史

が埋もれてしまう。今のうちに沿革誌をまとめておいてはどうか。 J という提案

があり、話し合った結果、全員の賛成で編集することに決まりました。早速、編

集委員会を結成し、資料集めは全役員が協力して取り組むことになりました。

ところが資料集めに予想以上の日時を要し、ほぼ関係資料を集めて具体的な編

集作業に取り掛ったのは平成 1 5 年の後半になりました。その後は凡そ 1 か月に

l 回の割合で編集委員会を聞いて作業を進め、この程、漸く編集を終えることが

できました。これひとえに編集関係者各位のご協力ご支援の賜と心より感謝申し

上げます。特に監修の労をお引受け下さいました酒井孝氏には度々適切なご指導

を賜わり、また、渡部良温氏にはすばらしい表紙絵と、見事な題字をご提供いた

だき誠にありがとうございました。篤く御礼申し上げます。

重信町との合併後は、東温市老人クラブとして益々の発展を心よりお祈り致し

ます。
平成 1 6 年 9 月 1 5 日

り 11老連のあゆみ」編集委員長野首恒明

川老連のあゆみ

編集委員長 野首恒明

編集委員 菅野 博

菅野害明

黒川 亀房

白戸正臣

高須賀英隆

渡部ヤヱ子

(故)高須賀秀清

(故)佐伯 尚

(故)友近サツキ

表紙絵 ・ 題字渡部良温

監修 酒井孝
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資料提供者(順不同敬称略)

〔原稿等〕 〔写真等〕

近藤静馬 川内町役場

長曽我部昭一 教育委員会

渡部幸子 酒井 孝

佐伯信市 佐伯弥生

大野利夫 ニ津山光生

仙波平八郎 竹内頼衛

中池正春 渡部正朝

橋本政雄 相原正温

佐伯繁政 甘井正典

渡部元績 高須賀一恵

芝 云志 武智竹美

松田次夫 近藤武由

ニ輪 辻ノ土、 大石茂二郎
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